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巻頭図版

三谷国ヶ谷遺跡全景（北東から）



序

　鳥取市内には数多くの原始・古代遺跡が存在しており、近年の各種開発事業

の増加とともに発掘調査が必要となり、消えていく遺跡も増えております。し

かしながら、埋蔵文化財は地域の先人たちの生活を語る歴史資料であり、後世

に継承していくべき市民の貴重な財産です。このような認識のもと、財団法人

鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存をはかるべく、関係各機関の協力を

得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めています。

　さて、今回実施しました河原町三谷国ヶ谷遺跡・三谷9号墳の調査は、一般

県道河原インター線道路改良工事に伴う発掘調査として、平成18年度に調査を

行いました。この遺跡は三谷川東岸の八頭町とを介する丘陵および小谷部に展

開します。周辺では、平成15年度に旧河原町による試掘調査、16年度に三谷川

西岸丘陵で郷原石堂ロ遺跡・郷原古墳群の発掘調査が行われ、古墳時代中～後

期の古墳5基と土坑が明らかとなりました。18年度には、郷原地才工下平遺跡

で6世紀代の竪穴住居、土坑、柱穴が、三谷国ヶ谷遺跡では、8～16世紀代の

掘立柱建物、土坑、溝などが見つかり、当地域の古代集落の具体相を知る上で

貴重な成果を得ることができました。

　これらの調査成果は、当地域のみならず古代因幡地方の歴史を探る上で大き

く役立っていくものと思います。ささやかな冊子ではありますが、市民の皆さ

まをはじめ多くの方々の郷土を考える一助になれば幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地元

の皆様、ご指導・ご助言を賜りました関係各位に心から感謝申し上げます。

平成20年3月

財団法人　鳥取市文化財団

理事長山崎群次



　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みたにくにがたに　　　　　　みたに
1．本書は、一般県道河原インター線道路改良工事の事前調査として実施した三谷国ヶ谷遺跡、三谷9

　　号墳の発掘調査報告書である。

2．三谷国ヶ谷遺跡、三谷9号墳は、鳥取県の委託を受けて、財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵

　　文化財センターが平成18、19年度に実施した。

3．発掘調査を実施した遺跡の所在地は、鳥取市河原町大字三谷字国ヶ谷である。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遣物は、鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測・写真撮影、遺構図面の浄書は、調査員、補助員を中心に発掘調査参加者の協力のもとに

　行い、出土遺物の整理および遺物実測・浄書は、神谷伊鈴、濱橋博子を中心として行った。出土遺

　物観察表は神谷伊鈴が作成した。本書の執筆、編集は谷口恭子が担当した。

6．現地調査から報告書作成にいたるまで多くの方々からの指導、助言ならびにご協力をいただいた。

　厚く感謝いたします。

凡 例

1．本書における方位、座標値は、第1図を除き国土座標第V系（世界測地系）による。また、高さは海

　抜標高である。

2．本書で遺構の略号として、掘立柱建物；SB、土坑；SK、溝状遣構；SD、ピット；Pを使用した。

3．今回の調査によって出土した遺物は、遺跡名、遣構名、遺物台帳登録番号、取り上げ年月日を基本

　　的に注記し、写真や図面などの記録類も同様である。

　　（例；三谷　SKOI　M622006．08．25）



本文目次
序

例言

凡例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

第1章　発掘調査の経緯

　第1節　発掘調査にいたる経緯　・・………………・……・・…………・……1

　第2節　発掘調査の経過　…・…・……………………………・……………1

　第3節　調査の組織・体制　・…・……………・…・・……………・…………2

第2章　遣跡の位置と歴史的環境

　第1節　三谷国ヶ谷遺跡、三谷9号墳の位置　……………・…・・………3

　第2節　遺跡の歴史的環境　・・………………・・…………・……・…………3

第3章　調査の結果

　第1節　三谷国ヶ谷遺跡の調査

　　1．調査地の立地と層序　…・・……………・……・…………・・…………6

　　2．掘立柱建物　…・・……………・…・………’……・……・………・…・…13

　　3．土坑　…・…・…………・……・・…………………＿＿＿＿．＿＿＿＿14

　　4香溝司犬遺‡薄　…………・………・・………・…………・・……・……・・……21

　　5．その他の遺構と遣物　・・………………・……・…・………・…………30

　第2節　三谷9号墳の調査　……・・…………・・……………一・一・一…38

　第3節　まとめ　……・…・………・…・…………・…・…・……・………・……43

写真図版

報告書抄録

第1図

第2図

第3図

第4図

第5図

第6図

第7図

第8図

第9図
第10図

第11図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

挿図目次
三谷国ヶ谷遺跡周辺遺跡分布図…………4

三谷国ヶ谷逆跡調査地位置図……………6

三谷国ヶ谷遣跡調査前地形図………7・8

三谷国ヶ谷遣跡谷部全体図…………9・10

谷部調査区土層断面図………………11・12

SB刃1実測図・………・…………・…・…・…・13

SB－02実測図・………・…………………・…14

SK－01実瀕‖図・…一……一……・……・……・・15

SK－02実測図・………・…一…一……・…・15

SK－03実浪‖図…　一・・・・…　一・・…　一・・・・・・・・・・・…　’15

SI〈－04実測図・……・…………・……………15

SK－05実測図・……………・…………・……15

SI（－06実測図………・・………一……・一・15

SK－07実狽‖図・・・…　ラ・・一“・’・・・・・・・…　一・・・…　一・・16

SK－08実測図…………・………・・…………16

SK－09実測図・……………・……………・…16

SK－10実測図・………・………・………・・…・16

第18図

第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

第32図

第33図

第3姻

SK－11実灘図…………・・

SK－12実言則図…・・…・・…・

SK－13実言則図………・…・

SK－14実｝則図・・・・・・・・・・・…

SK寸5実測図………・・…

SK－16実測図…・……・…

SD竜1実測図……・…・…

SD－02実測図………・・…

SD－03実測図一一・・－

SD竜4実測図…・……・…

SD－05実測図……吟…今吟’‘

SD－06実測図………・・…

S］⊃－07実頂‖慶ζい・・・・・・・・・・…

SD－08実測図…………－

SD－09実測図…・……’’”

SD－10、11実測図…・…・

S］〔）－12実頂‖図・・・・・…　一・…

…・……・………・・
P6

・・一・・・・・… @一右・・・・…　18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… @18

・・・・・・… @一…　’…　今…　20

……・・…………・・
Q0

……………・一・・
Q0

……………・・…・・
Q1

…　一・・・・・・・・・・・・・・…　21

………………・…
Q1

……・……………
Q1

・……………・…・・
Q2

・・・・…
@一・・・・・・・・・・…　22

………………・…
Q2

………・……・…・・
Q2

・・・・・・・・・・・・… @一・一・’24

…………・………
Q4

…・……・………・・
Q4



第35図

第36図

第37図

第38図

第39図

第40図

第41図

第42図

第43図

第44図

第45図

第46図

SD－13、14、15、16実l

SDづ7実測図…………

SDづ8実測図・………・・

SD－18出土遣物実測図

SD－19、20実損姻……

SD－21実測図・………・・

SD－22実測図…………

SD－23実測図…………

SD－24実潰‖図…・・・・・・…

SD瑠4出土遺物実測図

SD－25、26実測図……

SD27実測図……一・・

ハ匿目’’’’”…’…”……　25

－・・一・・・・・・・…
@◆◆・・・…　25

…………・…・…・…
Q6

・・………………・…
Q6

・… @一・…　一・・・・・・・・・…　27

……………………
Q7

…　一一・…　一・一・・・・・…　27

・……………・…・…
Q8

・・・・・・…
@一・・・・・・・・・・…　28

・・・… @今…　一・…　◆◆◆・・…　28

・… @一…　一・…　一・・・・…　28

…　一一・・・…　一一・一・一・30

第47図

第48図

第49図

第50図

第51図

第52図

第53図

第54図

第55図

第56図

第57図

第58図

SD28実測図………・一……………・・一・30
SD－29実損‖図・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・…　一・・…　一・・30

Pづ98出土遺物実測図・………一・………30

谷部上段出土遺物実測図・……………・…・31

谷部下段出土定物実測図（1）……………32

谷部下段出土遺物実測図（2）………・・…・32

谷部下段出土遺物実測図（3）…・・……・…33

谷部下段出土遣物実測図（4）…・…’・……34

谷部下段出土遺物実測図（5）…・・…・……34

丘陵部三谷9号墳墳丘遺存図………39・40

丘陵部三谷9号墳墳丘断面図………39・40

丘陵部出土遺物実測図…・・……………・…38

挿表目次
第1表谷部ピット状還構一覧表…・・…・…………35

第2表　出土遺物観察表……………・…・…・………41

第3表　掘立柱建物一覧表……・………・…・………44

第4表土坑、溝状迫構一覧表・………………弁…・44

巻頭図版

　図版1

図版2

図版3

図版4

図版5

図版6

図版7

図版8

図版9

図版目次
三谷国ヶ谷退跡全景（北東から）

三谷国ヶ谷遺跡調査前（北東から）

三谷国ヶ谷遣跡谷部調査前（南西から）

三谷国ヶ谷遣跡谷部全景（南西から）

三谷国ヶ谷遺跡谷部土層ベルト設定状況

（北東から）

谷部土層ベルト設定状況（南西から）

谷部C℃”（北壁）断面（南西から）

SB－01、02遠景（東から）

SB－01‡灸出状況（西から）

SB－02検出】犬況（北東から）

SK竜1検出状況（北から）

SK－02検出状況（北西から）

SK－03検出状況（北西から）

SK竜4検出状況（南西から）

SK－05検出状況（南から）

S王く－06検出状況（南西から）

SK－07検出状況（北西から）

SK－〈）8‡灸出〉伏況ぱヒ西力・ら）

SK－09土層断面（北西から）

SK－09‡灸出】犬況ぽヒ西から）

SK－10検出状況（北西から）

SK－11杉ミ出状況（西から）

SI＜－12‡灸出状況（北西から）

SKづ3検出状況（北西から）

SKづ4検出状況（北から）

SK－15検出状況（南東から）

SK寸6土層断面（北西から）

SK－16杉ミ出オ犬況（北西から）

SD－01～05検出状況（南東から）

SD－C6検出状況（北西から）

図版10

図版11

図版12

図版13

図版14

図版15

図版16

図版17

図版18

SD－07検出状況（南から）

SD－08検出：1犬況（西から）

SD－09検出状況（北から）

SD－10、11検出状況（北から）

SD－12～16杉ミ昌羽犬況（コヒから）

SI）－17‡灸出：1犬7兄（南西から）

SD－18～20検出状況（北から）

SD－21～23検出状況（西から）

SD－24検出状況（北東から）

SD－25、26‡灸出】犬況（⇒ヒ西から）

SD－28検出状況（西から）

SD－28土層断面（西から）

SD－29検出状況（北東から）

三谷国ヶ谷遺跡丘陵部調査前（北から）

三谷国ヶ谷道跡丘陵部金景（北から）

丘陵部土層ベルト設定状況（北から）

三谷9号墳土層ベルト設定状況

（南西から）

三谷9号墳北西断面（北東から）

三谷9号墳北東周溝土層断面（北西から）

三谷9号墳南西周溝土層断面（北西から）

三谷9号墳全景（南西から）

S］［）－18出土遺‡勿

SD－24出土遣物

Pづ98出土遺物

谷部上段出土遣物

谷部下段出土遺物

谷部下段出土逗物

谷部下段出土遣物

丘陵部出土遺物



第1章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査にいたる経緯

　三谷国ヶ谷遺跡、三谷9号墳は、鳥取市河原町三谷に所在し、千代川と八東川・私都川が合流する国

中平野入日部の南丘陵中に展開する。古来より三谷、郷原周辺には古墳や遺跡が数多く分布することが

知られ、昭和30年に町指定文化財である郷原1号墳、昭和58年に中世の集落遺跡である前田遺跡、昭和

60年に弥生～奈良・平安時代の住居跡が見つかった郷原遺跡など古くから発掘調査が行われてきた地域

である。

　今回、三谷国ヶ谷遣跡、三谷9号墳の発掘調査の契機となった一般県道河原インター線道路改良工事

事業は、中国横断自動車道姫路鳥取線河原インターチェンジへのアクセス道として国道29号線と53号線

を結び高速道路網を補完する幹線道路として鳥取県が整備計画した事業である。工事区域は郷原古墳群

の展開する丘陵および谷部を東西に横断することから、またその他の遣跡所在の確認を行うために河原

町教育委員会が平成15年に工事区域の試掘調査を行っている。

　試掘調査の結果、郷原周辺では古墳2基と遣跡3箇所、三谷周辺では果樹園内に8～9世紀の遺構が

新たに確認され、関係機関と協議の結果、記録保存で対応することとなった。なお、平成16年6～10月

に河原町教育委員会が郷原11号墳の調査を実施し、報告書が刊行されている。平成16年11月、河原町を

含め周辺9市町村が合併して新鳥取市となったことから、鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財センター

が残りの調査対象となる遺跡について調査を行うこととなり、平成17年に郷原石堂口遣跡、郷原古墳

群、平成18年に郷原地才工下平遺跡の調査を実施し、報告書を刊行している。

第2節　発掘調査の経過

　三谷国ヶ谷遣跡・三谷9号墳の発掘調査は、鳥取県の委託を受け、財団法入鳥取市文化財団鳥取市

埋蔵文化財センターが平成18年度に現地調査を、19年度に報告書の作成を行った。

　平成18年度は、6月から発掘資材の調達・整備など調査準備に取りかかった。立ち木の伐開整理の

後、業者委託により、丘陵部の稜線を延長した調査地の長軸ライン（A～1杭ライン）と10m毎に直交す

る基準点測量を兼ねた方眼杭を設定した後、調査前の現況の地形測量を行った。その後、発掘資材の搬

入などを行い、丘陵部南西端から手掘りによる表土除去に取りかかるなど本格的な調査を7月下旬から

開始した。

　また、調査地東側に当たる谷部は、果樹栽培により段状の平坦地に改変され、特に北側斜面高位では

段下に掘り込まれた溝も相まって大きな段差が認められた。耕作土も厚く、河原町が調査した谷部の試

掘トレンチ（T1－1～3）をもとに、遺構面近くまで重機による掘り下げを9月中旬に行い合わせてベルト

コンベアーを導入して作業の効率化を図った。

　調査の結果、調査区東側の谷部では、掘立柱建物2棟、土坑16基、溝状遺構i29条、ピット260基と、

奈良・平安～江戸時代前期にわたる遺構、遣物が検出された。調査区西側の丘陵部では、古墳後期と推

定される円墳1基（三谷9号墳）、西裾部に重複する土坑（肥料穴）群を検出した。谷部の土坑の中には焼

土を多く含む土坑SK－09、16があり、溝状遺構は小規模で短く完結するものが比較的多く見られた。ま

たSD－28では溝底に石列が検出された。

　調査を通じて、遺構・遺物については適宜写真撮影や実測をして記録をとり、取り上げを行った。ま

た、業務委託による調査区の遺存実測を実施した。こうして撤収作業を行い平成19年1月19日に現地調

査を終了した。

　出土した遣物、写真や図面などの記録類の整理は一部現地調査と並行して進め、出土遺物については

水洗い後注記、接合・復元作業を行った。平成19年4月より整理作業終了後順次報告書作成作業にとり

かかり、平成20年1月末に終了した。
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第3節　調査の組織・体制

　発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

　　　平成18年度

　　　　　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　　　　理事長
　　　　　　　　　　　　　　　山崎　鮮次
　　　　　　　兼常務理事

　　　　　　　副理事長　　　　三田三香子

　　　　　　　　　　　　　　　住田　高市

　　　　　調査指導　鳥取市教育委員会　事務局文化財課

　　　　　事務局　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　　　　所長　　　　　　前田　　均

　　　　　　　副所長　　　　　山田　真宏

　　　　　　　調査事務　　　　秋田　澄世

　　　　　調査担当　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

調査員

調査補助員

前田　　均

谷口　恭子

神谷　伊鈴

下多みゆき

濱橋　博子

平成19年度

　　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

　　　　理事長
　　　　　　　　　　　　山崎　群次
　　　　兼常務理事

　　　　副理事長　　　　三田三香子

　　　　　　　　　　　　住田　高市

　　調査指導　鳥取市教育委員会　事務局文化財課

　　事務局　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　所長　　　　　　前田　　均

　　　　所長補佐　　　　山田　真宏

　　　　調査事務　　　　秋田　澄世

　　調査担当　財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財センター

　　　　調査員　　　　　谷口　恭子

　　　　　　　　　　　　神谷　伊鈴

　　　　調査補助員　　　濱橋　博子
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

第董節　三谷国ヶ谷邊跡、三谷9号墳の位置

　三谷国ヶ谷遺跡、三谷9号墳は、鳥取市河原町（合併前の旧八頭郡河原町）三谷に所在する。鳥取市は

県東部に位置し、面積237．25扁、人［コ20．1万人を擁する県庁所在地である。平成16年11月に河原町を含

めた周辺九市町村による広域合併を行い、北は日本海を臨み、南は岡山県と県境をはさむ。河原町は県

東部のほぼ中央部に位置し、東西17．6km、南北9．3kmと東西に長く総面積83．62k㎡である。町の東端を千

代川が南北に貫流し、交通の大動脈である国道53号線もそれに沿って岡山県へと続く。千代川の中流域

および支流の八東川、曳田川、宇戸川下流域を小平野とし、西方一帯には標高200～1，000mの山地に囲

まれた山間部が広がる。河原町の地質は多様で、町の西半は中生代火山岩類が広がり、東半は鳥取総群

と総称する新第三紀中新世～鮮新世の地層や岩石に広く覆われており、三谷地域は鳥取層群円通寺礫岩

砂岩層の礫・砂・泥互層から成り、ブナ・カエデなどの植物化石が一部で産出する。谷底平野を中心と

する平坦地を水稲栽培、居住域に、低丘陵部は梨などの果樹栽培や畑地に利用している。

　三谷国ヶ谷遺跡は、河原町の中央部東端に位置し、河原町と八頭町とを介する標高70～100m程度の

低丘陵中に展開する遺跡である。この丘陵は、千代川と八東川、八東川と私都川が合流する国中平野入

口および国中平野の南西後背丘陵にあたる。この丘陵には、先端に加賀瀬古墳群および加賀瀬遣跡が分

布し、さらに5001n南西に前方後円墳である7号墳（全長30．5m）を頂とする郷原古墳群、弥生竪穴住居

や掘立柱建物を検出した山手森谷上分遺跡などが分布する。調査地はこの郷原古墳群の分布する南北に

延びる丘陵の西隣の小尾根とさらに西側に広がる小谷部から成る。現三谷集落から100m北西の周囲は

見通しはきかないものの日当たり良好でなだらかな丘陵微高地が広がり、現在果樹栽培や畑地として利

用されている。三谷川対岸の郷原丘陵地域には、標高93mで郷原石堂口遺跡、郷原古墳群が所在し、一

昨年度調査が行われている。丘陵裾の郷原集落地域にも遺跡が数多く分布することが知られている。圃

場整備に伴い、昭和58年に郷原遺跡、昭和60年に前田遣跡の発掘調査が行われている。

　今後、中国横断自動車道姫路鳥取線および河原インター線の完成によって遺跡周辺の状況は変化して

いくとみられ、河原インターチェンジ建設予定付近に平成17年春、河原町清流茶屋道の駅がオープンし

た。その東側一帯の丘陵、谷部を横断するように河原インター一線の工事が一部急ピッチで進んでいる。

これら交通網の整備・開発によって今後景観は徐々に変貌していくものと考えられる。

第2節　遺跡の歴史的環境

　河原町内には、現在のところ、230箇所余りの遺跡が確認されている。

【縄文時代】　河原町で縄文時代の遺跡としては、前田遺跡や国英駅南西に位置する下中溝遺跡で縄文

土器がわずかに出土しており、隣町の用瀬町でも余井遣跡、鷹狩遣跡で縄文土器や石器が出土している

程度である。八東川流域の旧郡家町万代寺遺跡では後期～晩期と考えられる落し穴53基が、西御門遺跡

では多くの後期磨消縄文土器、石器がいずれも発掘調査で見つかっている。また、中国山地山間部に位

置する縄文時代の遺跡として智頭町智頭枕田遺跡が挙げられる。平成14年、早期および中期末から後期

初頭の竪穴住居多数が発見され、内6棟に石囲埋甕炉が遺存するなど10万点を越す土器・石器などを含

め、西日本最大級の縄文集落遺跡として注目されている。

【弥生時代】　河原町で弥生時代の遺跡は、今在家の上土居遺跡から中期土器数片、下中溝遺跡から後

期後葉の土器、前田遺跡で同じく後期後葉期の掘立柱建物と土坑、郷原遺跡で竪穴住居3棟、山手森谷

上分遺跡でも竪穴住居が検出されている。現状では千代川と八東川が合流する平野南東の丘陵裾の微高

地、河岸段丘上に弥生遺跡の分布の中心があり、同じく曳田川流域や佐貫周辺の段丘上でも同様な状況

で弥生集落が推察されている。国中平野周辺では、八頭町丸山遺跡で中期の竪穴住居1棟、万代寺遺跡
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でも竪穴住居のほかに中期の土壌墓群が、久能寺狐塚遣跡でも後期の竪穴住居が調査されている。

【古墳時代】　古墳時代に入って、平野を望む丘陵上に古墳が築造されるようになる。千代川西岸の簗

瀬山（標高283m）の尾根先端に立地する嶽古墳（八上1号墳）は全長30．51nの前方後円墳で、中期後半～

後期前半頃の築造と言われている。曳田川2km上流部には全長55mを誇る八頭郡最大の前方後円墳中井

1号墳が展開する。この間の曳田川左岸丘陵裾には6世紀後半～末葉の天神原窯跡群が分布しており6

世紀代にこの地域では須恵器生産が開始されたことが明らかとなっている。千代川東岸では霊石山（標

高334m）北裾に展開する稲常古墳群は82基からなる河原町最大の古墳群である。霊石山南側では八頭町

米岡古墳群、福本古墳群などが分布し、河原町寄りでは千代川と八東川とが合流する平野南東の山手お

よび郷原集落後背丘陵に古墳が集中する。山手古墳群、加賀瀬古墳群、郷原古墳群である。特に18基が

確認されている山手古墳群では1号墳で盤龍鏡、7号墳で変形神獣鏡が出土したとされる。この他加賀

瀬古墳群では径26mの円墳2号墳が含まれ、郷原古墳群中には全長30．5mの前方後円墳である郷原7号

墳が注目される。発掘調査された小規模円墳である5世紀後半の郷原1号墳は箱式石棺から鉄刀、刀

子、高杯転用枕が、6世紀後葉の11号墳は木棺直葬の墓墳内から須恵器蓋杯を主とした供献土器が、昨

年度調査された5世紀中葉の方墳14号墳は木棺直葬の墓墳内から鉄剣、高杯転用枕が出土している。こ

の他、弥生時代から続く集落遺跡として、郷原遺跡で弥生終末～古墳時代初頭の6棟の竪穴住居が、八

頭町万代寺遺跡、久能寺狐塚遺跡で中期の比較的まとまった数の竪穴住居が調査されている。

【歴史時代】　律令体制下、この地域は因幡国八上郡石田郷に組み込まれており、申世前期には庄園化

したとされる。『公卿補任』宝亀3年（772年）に八上郡の記述がみられ、大同3年（808年）八上郡と智頭郡

の駅馬に関する記述もあり山陽側に連絡する交通網が開けていたことが窺える。万代寺遺跡が八上郡衙

と考えられ、70×40尺の規模をもつ正殿、東西脇殿、後殿、柵列、区画溝iなどが検出されている。万代

寺遺跡の北西に白鳳期（7世紀後半）建立の土師百井廃寺跡が配置する。法起寺式伽藍で軒丸瓦は重圏文

単弁8葉蓮華文で土師百井式と言われている。この寺院の瓦を焼いた奥谷窯跡をはじめ八頭町には花

原、山田、下坂など須恵器窯が多く分布し、河原町でもこの時期の集落として2km弱南西に位置する郷

原遣跡で掘立柱建物10棟、土坑、柵列、単弁7葉蓮華文軒丸瓦などが出土しており、山手森谷上分遺跡

でも掘立柱建物が多数検出されるなどその関連が注目される。またやや南に離れた下中溝遺跡では土馬

と獣形土製品が出土している。

　平安から鎌倉時代にかけて、古代の国郡里体制から荘園・公領支配へ体制が移行するなかで、因幡で

は律令の郷体制があまり変動しないまま中世郷へ発展したとみられ、在地領主が郡司・保司という形で

国衙支配にあたった。河原町内には高野山岩田荘がある。『稲葉民談記』によると岩田荘19ヶ村の中に高

津原村の名があり、高津原集落東の標高196mの通称高尾山には中世の山城である高津原城が築かれて

いる。この丘陵北裾に展開する高福大将軍遣跡では平成13年、12世紀以降の掘立柱建物や溝状遣構、白

磁や青磁が、千代川左岸の佐貫上台遺跡でも12世紀の土坑や溝状遣跡、白磁や青磁などの中世の遺物が

出土している。この他周辺には経塚遺跡や戦国時代の小規模な山城跡が分布する。室町時代の集落遺跡

である前田遺跡は、昭和58年の調査によって室町時代の屋敷跡と井戸が検出され、備前、瀬戸、青磁、

白磁などの陶磁器が、2基の井戸から病気平癒のまじない呪符2枚、舟形木製品、漆椀などが出土して

いる。このように、古代から中世にかけての調査例も徐々に増える傾向にある。

引用・主要参考文献

河原町教育委員会『郷原遺跡発掘調査報告書担986年

河原町『河原町誌』1986年

平凡社『日本歴史地名大系第32巻　鳥取県の地名』1992年

⑭鳥取市教育文化財団『高福大将軍遣跡』2002年

河原町教育委貝会↑河原町内遺跡発掘調査報告書』2004年
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第3章　調査の結果

第1節三谷国ヶ谷遣跡の調査

　三谷国ヶ谷遺跡は、鳥取市河原町三谷に所在する。中国山地から派生する丘陵のうち、国中平野南

の、河原町と八頭町を介する低丘陵から南西へ短く張り出す小尾根に挟まれた幅40m程度の小谷を中心

に遣跡は展開する。遣跡は西側の標高68mの小尾根と西側の谷とに展開し、小尾根先端部で三谷9号墳

が検出された。遣跡の小尾根を「丘陵部」、谷を「谷部」として記述する。

1．調査地の立地と層序（第2～5図、図版1～3）

　今回調査を行った調査区は、この東西に延びる八頭町と河原町の境界丘陵から南へ派生する小尾根

間、標高64～69m前後の幅40m程の狭小な谷部に位置する。三谷平野への見通しは効かないものの南面

し日当たり良好で、この谷部の東側一帯は比較的なだらかな丘陵微高地が開け、現在果樹園や畑地など

に利用されている。この小谷の西側には三谷9号墳が所在する標高68mの小尾根が南方向へ張り出し、

更に小谷を挟んで西側に郷原3、10、15、9、8号墳が所在する尾根が展開する。この郷原古墳群の調

査においても8世紀の須恵器が出土している。谷の東側裾に尾根頂部へと続く古道が通り、道沿いの南

西斜面に墓地が点々と続く。この谷の入ロに現在の三谷集落が位置し、この谷は古くから三谷集落の生

活圏であったであろうことが容易に窺える。三谷集落が位置する三谷谷は、中央に八東川支流の三谷川

が貫流する。
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　調査区の調査前の地目は果樹園で、調査前の標高は64～70mである。地形的には、西側の「丘陵部」と

東側の「谷部」とに分かれる。丘陵部の尾根線を通る調査地全体の長軸を調査の基準ラインとし、10m毎

に方眼を組んで調査用測量杭を設定した。層序の観察は、このA～H杭ラインと谷部のほぼ谷底部にあ

たるGS1～IS1杭ライン、谷の横断面としてF～FS2杭ラインとH～HS2杭ライン上に土層観察用の土

手、加えて調査区北壁面により土層の観察を行った。また、調査の便宜上、調査区の北側高位にあたる

部分を「上段」、そこから下位を「下段」と呼称した。谷部は、ちょうど幅20m程の小谷部の終結部尾根裾

を削り出して盛り平坦面を作り出している。谷部は調査前の土層の堆積状況は一様ではなく、地形に

よって耕作土下に地山面が露出する箇所が部分的に見られた。上段の遺構面上には70cm以上の層の堆積

がある。中段とでも呼ぶべきやや高台の下段東部のIS2・3区～HS2・3区一帯（SD－19、20東側）につい

ては、表土および耕作土を除去すると明らかに削平された赤茶けた地山面が露出し、谷部の中では一番

激しく削平を受けた場所と見られる。また、FS3区～GS3区南のSD－25・26南についても耕作土下は地

山面でありSK－11やSD－27など遺構埋土上層に耕作土が混在していた。さらに谷部北西側のFN1区～

HNl区についても耕作土下は地山面であった。

　調査区断面を見ていくと、谷部の北部や南東部、谷底部などでは様相が若干異なるが、現耕作土であ

る厚さ15cm程度の第1層表土を除去すると、1日耕作土である第2、3層が広がり、第4層以下は締まっ

た層となる。第8層中は瓦質鍋を含む層であり、この層が広く堆積するDSI杭東一帯の谷底部では遺構

は検出されず、14世紀代の瓦質鍋釜片が出土している。第10層の黒褐色かかった灰褐色粘質土層上面と

その下の第11、12、15層上面、更に下層の第18層上面が遺構面となる。第10層中には11世紀代の遺物を

含む。谷部からの出土遺物は複数期が認められ、遣構面としても最低3面は確認されるが、各期を面的

に捉えることは困難で、遣構からの出土遣物は極めて少ない。なお、調査区南東部のES2杭～FS2杭問

については、表土を除去するとほぼ地山直上で、出土する遺物から上部の遺構面は削平されている可能

性も考えられる。

　また、旧河原町の試掘トレンチTHの断面から、地山のように見える第④層褐色土（本調査での第19

層か）の下層にさらに黒褐色土層がありその傾斜などから、谷は元々さほど広くはなく、谷部の堆積作

用によって地盤があがり、本来の谷底部分は極めて限られた丘陵部沿いのCS2区～ES2区西側であると

考えられる。谷部の上段は、谷が終息する南東尾根斜面部分を削り出して平坦としている。

2．掘立柱建物

　谷部全域でピット計271基を検出した。ピットが集中

する上段西側は、調査区幅13～15m程しかなく、一部柱

痕跡の観察される柱穴やピットの集中度などから何らか

の建物が想定されるものの、北側が調査区外となるた

め、明瞭に建物と想定され完結する柱列は見られない。

上段困1区で1棟、下段GS1区の試掘トレンチ際で1棟

の計2棟の掘立柱建物を検出した。

S8－01（第6図、図版3・4）

　谷部上段のIN1区南西端、1杭北東の標高68．89mで検

出した。現状では北東隅を調査区外へ置く桁行2聞、梁

行1間の東西建物であるが、北側へ平坦面が続くことか

ら北側へ広がる南北建物の可能性も考えられる。主軸は

N－79㌧Eへ振る。建物の平面形は長方形を呈し、桁行

2間が2．961n、梁行1間がL40mを測る。建物面積は

§

宮

田oo牟69＝H

　　　　46i
◎竺一一一◎

　　　　壬1＝69．00rn

　0　　　　　　　　　　　　2m

第6図　SB－01実測図
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4．14㎡である。柱間寸法は桁行L46～1．60m、平

均すると桁行1．52mである。柱穴の平面形はすべ

て円形および楕円形で、現況で径19～38cm、柱穴

の底部標高は68．65～68．69mを測る。土層断面観

察によりP37に柱痕跡状の層が確認された。遣物

はいずれの柱穴からも出土していない。

S8－◎2（第7図、図版3・4）

　谷部下段のGS1区南端、　G杭東の標高66．46m

で検出した。南西隅P－188周辺は旧河原町試掘ト

レンチT1－1が重なり上部を削平される。桁行2

間、梁行1間の東西建物である。建物の平面形は

長方形を呈し、主軸はN－69°－Wを振る。桁行2

間が3．90m、梁行1間が2．131nを測る。建物面積

は8．30㎡である。柱聞寸法は桁行がL82～2．08

m、平均すると桁行1．95m、梁行2．03mである。

桁行は東側で、梁行は西側で狭くなる。柱穴の平

面形はすべて円形および楕円形で、現況で径27～

34cm、柱穴の底部標高は65．91～66．34cmを測る。

遺物はいずれの柱穴からも出土していない。建物

中央西寄り、Pl86の20cm北側に焼土土坑である

田0999＝II
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第7図　SB－02実測図

SI（－09が位置することから、　SK－09の覆屋的な建物であった可能性も考えられる。

3．土　　坑

SK－◎1（第8図、図版4）

　谷部上段のHN1区北端の標高69．30mで検出した。南側は下段への斜面、北～西側は調査区外とな

る。規模は長径185cm、短径94cmを測り、平面は北東隅が突起状に張り出す不整長楕円形を呈する。主

軸は現状でNづ㌧Wを振る。断面は不整な皿状で、底面は平坦であるが若干の凹凸も認められる。検

出面から深さ14cm、底面は標高69．16mを測る。埋土は炭片を含む褐色粘質土一層である。遺物の出土

はみられなかった。

SK－02（第9図、図版4）

　谷部上段のISI区中央部、標高69．11mで検出した。周辺には南西側を除き小規模なピットが検出され

ている。規模は長径101cm、短径85cmを測り、平面は東壁が張り出す不整楕円形を呈する。主軸は現状

でN－13°－Eを振る。断面は皿状で、底面は平坦である。検出面から深さ8cm、底面は標高69．031nを測

る。埋土は炭片や褐色土ブロックを含む灰褐色粘質土一層である。遺物の出土はみられなかった。

SK－03（第10図、図版5）

　谷部上段のIS1区西端、標高69．38mで検出した。西隣…にはP32が、東隣にはSD－08が配置する。　SD－

08についてはSK－03と幅と軸をほぼ同様とするが、底面の深さの稲違やSI）－08西端面の立ち上がり状況

から別遺構扱いとした。規模は長径103cm、短径39cmを測り、平面は長楕円形を呈する。主軸はN－61°－

Wを振る。断面は椀状である。検出面から深さ19cm、底面は標高69．19mを測る。埋土は灰褐色粘質土

二層に分かれ、上層は明褐色土ブロックを含み下層は炭片を含む。遣物の出土はみられなかった。
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　0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第9図　SK－02実測図

1　灰褐色郭匂土〔0．5C購大の男1梱色1プロツクを含む。）

2灰褐樫’r．1：（至より醍炭）1＾含む。）

　　　　　　　0　　　　　　　50cm

第10図　SK－03実測図

1褐色枯質土（斑i’を含む。）

0 互m

第8図SK－01実測図
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玉
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1

2

3
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褐灰色t績二菱二（※灰色かかる。）

褐色昇質土｛0．5c衛大の緩を今む◇）

1m

第12図　SK－05実測図

1　り褐色粘質㌢（0．5c悶大の礫を＾む。）

2簿色粘斑：績色かかる。悶｛昧の礫を今む。｝

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

第13図　SK－06箋i測図

第W図　SK－04実測図
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第14図　SK－07実測図

12 堰g

］　褐色粘質土（o．5～Icm大σ）明掲色土ブロックを

　＾む簿ま｝溺い。）
2　灰楊色犠質土（α5～3Cロ大の礫を含払緒まり
　弱い。）

0 1m

第15図　　SK～08実iラ則図

II＝66．30m

1　灰褐も犠質土（炭片を今む　05c煩大の焼：1ブロックを桓かに　む1
2　灰褐も犠貫土（1よりぞ川づ0．5c頂大の焼iニプロックを億か七合む∋
3　灰褐も朽質二｜．｛1・2より籍まり弱い　巌｝｝を含む。0．5～至C頂人の焼土

　ブロックを含む⊆0．5c斑大の明褐色土ブロックを＾むc）

0 Im

第16図　SK－09実測図
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1　泊色粘質窯10、5e田大の礫を含む◇）

1　為灰色枯貿上（05cぴ大の響1剤色：ヒプロック呑今むば

2　品灰色枯質二］二（1より陪ρ0．5cm大の雛をくむ。）

0　　　　　　50cm

0 lm
第18図　S忙11実測図

第17図　SK－10実測図
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SK－04（第11図、図版5）

　谷部下段のGS1区北西寄り、標高66．85mで検出した。3．7m南には同様な規模の土坑SKO9が配置す

る。規模は長径89cm、短径83cmを測り、平面は歪な楕円形を呈する。主軸はN－86°－Eを振る。断面は

皿状で、底面はほぼ平坦であるが南側へ傾斜する。検出面から深さ7cm、底面は標高66．63mを測る。埋

土は炭片を含むにぶい褐色粘質土一層である。遣物の出土はみられなかった。

SK－05（第12図、図版5）

　谷部下段のHM区南端、標高67．94mで検出した。南西20cmに同様な規模の土坑SK－06が配置する。

規模は長径96cm、短径71cmを測り、平面はやや不整な楕円形を呈する。主軸はN－78°－Eを振る。断面

は皿状である。検出面から14cm、底面は標高67．80mを測る。埋土は三層に分かれ、上層に灰褐色粘質

土、下層に褐灰色粘質土で下層は若干の色調の違いと小礫の含みで二層に分かれる。遺物の出土はみら

れなかった。

SK－06（第13図、図版5）

　谷部下段のHN1区南端、標高67．92mで検出した。北東20cmに同様な規模の土坑SK－05が配置する。

規模は長径94cm、短径81cmを測り、平面はやや不整な楕円形を呈する。主軸はN－54°－Wを振る。断面

は皿状である。検出面から深さ14cm、底面は標高67．78mを測る。埋土は二層に分かれ、上層から灰褐

色粘質土、褐色粘質土である。遺物の出土はみられなかった。

SK－07（第14図、図版6）

　谷部下段のHNI区東端、標高67．78mで検出した。周囲には小規模なピットと西側1．3mにはSD－11が

配置する。規模は長径79cm、短径61cmを測り、平面は楕円形を呈する。主軸はN－68°－Eを振る。断面

は皿状である。検出面から深さ5cm、底面は標高67．73mを測る。埋土は褐灰色粘質土一層である。遺

物の出土はみられなかった。

SK－◎8（第15図、図版6）

　谷部下段のHS1区北東端、標高67．72mで検出した。上段への斜面際に位置し、南側に小規模なピッ

トが点在する。規模は長径87cm、短径82cmを測り、平面は不整な楕円形を呈する。主軸はN－33°－Wを

振る。断面は椀状である。検出面から深さ21cm、底面は標高67．51mを測る。埋土は締まりの弱い上下

二層に分かれ、上層から褐色粘質土、灰褐色粘質土である。遺物の出土はみられなかった。

SK－09（第16図、図版6）

　谷部下段のGSI区南西端、標高66．18mで検出した。　SB－02内の南西部分にあたり、南西40cmに旧河原

町試掘トレンチTl－1が位置する。遺構の南側で小規模なP－148、149を切る。規模は長径102cm、短径91

cmを測り、上場平面は楕円形を、底面で隅丸方形を呈する。主軸はN綿3㌧Eを振る。断面は椀状であ

る。検出面から深さ34cm、底面は標高65．84mを測る。埋土は三層に分かれるがすべて焼土ブロックを

疎らに含む灰褐色粘質土で、下層は炭片および焼土・明褐色土ブロックを含む。壁面下位は被熱して四

隅部分を中心に赤積色に変色している。底面および下層に焼土塊や炭化物などは遺存せず、遺物の出土

もみられなかった。

SK－10（第17図、図版7）

　谷部下段のFS3区西端、標高65．49mで検出した。谷底への緩やかな斜面に立地する。南東4．4mに

SK－11が、南5mにSK－13が配置する。規模は長径98cm、短径88cmを測り、平面はやや不整な楕円形を

呈する。主軸はN－12°－Eを振る。断面は皿状である。底面はやや凹凸がみられ、検出面から深さ10cm、

標高65．39mを測る。埋土は明褐色土ブロックを含む褐灰色粘質土の上下二層に分かれ、下層がやや暗

い色調となる。遺物の出土はみられなかった。
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第19図　SK－12実測図

民

よ

9
穿

二

1ひ

レ

H＝65．咀！n

a a

1

2

3

4
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第2◎図　SK－13実測図
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SK－1〕（第18図、図版7）

　谷部下段のFS3区申央南東寄り、標高66．10mで検出した。北西4．4mにSK－10が、南］獲7．3mにSK－

13、16が配置する。規模は長径76cm、短径70cmを測り、平面はやや不整な楕円形を呈する。主軸はN－

43°－Eを振る。断面は不整な皿状である。底面は凹凸がみられ、検出面から深さ13cm、標高65．97mを

測る。埋土は小礫を含む褐色粘質土一層である。遣物の出土はみられなかった。

SKづ2（第19図、図版7）

　谷部下段のGS3区南東の調査区東境界部、標高67．58mで検出した。北4mにSD－28が、西4mにSD－

25が配置する。南東側が調査区外であり、北西壁が半円状に遺存する。土層断面の観察は調査区壁面で

行った。平面形や規模は不明であるが、現況で長径208cm、短径123cmを測る。断面は不整な逆台形状

で、壁面中位から段をとって緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で、検出面から深さ48cm、標高

67．10mを測る。埋土は4層に分かれ、上層で炭片を含む褐灰色粘質土、下層は明褐色土ブロックを含

む褐色粘質土と壁面際で締まりの弱い褐灰色粘質土などに細分される。北壁に三日月状のテラスがみら

れるが、掘り過ぎの可能性がある。遣物の出土はみられなかった。

SK－13（第20図、図版7）

　谷部下段のES3区北西寄り、標高65．30mで検出した。調査地東側の丘陵微高地から谷底への緩やか

な西斜面に立地する。西1．9mにSK－14が、南東0．9mにSK－16が配置する。規模は長径191cm、短径160

cmを測り、平面は不整な隅丸方形状を呈する。主軸はN－40㌔Eを振る。断面は皿状である。底面はほ

ぼ平坦で、検出面から深さ16cn］、標高65．14mを測る。埋土は褐灰色粘質土が中心であるが壁面際で細

分され計4層に分かれる。遺物の出土はみられなかった。

SK－14（第21図、図版8）

　谷部下段のES2区とES3区の境界部、標高65．01mで検出した。調査地東側の丘陵微高地から谷底への

緩やかな西斜面に立地する。東1．9mにSK－13が、南にSD27が近接する。規模は長径122cm、短径119

cmを測り、平面は丸味の強い隅丸方形状を呈する。主軸はN－86°－Wを振る。中央北東寄りに径39cm、

深さ10cmの円形深掘部が検出され別遺構かと思われたが土層断面の観察から同一の遣構として扱った。

断面は中央部が一段凹む椀状である。底面はすり鉢状で、検出面から深さ42cm、標高64．59mを測る。

埋土は斜面南東側から流れ込んだ様相を示し、下層で細分され計6層に分かれる。上下の灰褐色粘質土

層間に褐色および明褐色粘質土が堆積する。遺物の出土はみられなかった。

SK－15（第22図、図版8）

　谷部下段のDS1区中央南東寄り、標高64、　Umで検出した。谷底部への南東斜面に立地する。同じく

南東斜面の北東側一帯に径37、38cm前後のピットが集中する。規模は長径68cm、短径65cmを測り、平面

は円形を呈する。断面は椀状である。検出面から深さ30cm、底面標高63．81mを測る。埋土は上層から

褐色粘質土、灰褐色粘質土、にぶい褐色粘質土の三層に分かれ、斜面高位から流入した堆積状況であ

る。遺物の出土はみられなかった。

SK－］6（第23図、図版8）

　谷部下段のES3区中央の調査区南東境界部、標高65．40mで検出した。調査地東側の丘陵微高地から

谷底への緩やかな西斜面に立地し、北西0．9mにSK－13が配置する。遺構南側が調査区外であり、北壁

が半楕円状に遺存する。土層断面の観察は調査区壁面で行った。平面形や規模は不明であるが、現況で

東西96cm、南北76cmを測る。断面はやや不整な逆台形状である。底面はやや凹凸がみられ、検出面から

深さ40cm、標高65．00mを測る。埋土は複雑に13層に分かれる。厚さ3cm、高さ20cm程度の垂直に立ち

上がる第8、9層は明赤褐色に被熱した焼土壁状を呈し、最下層である第7層黒褐色粘質土は焼土と炭

を多く含む炭化層である。焼土壁は遺存する北側でも部分的に検出されており、土層断面観察部分と繋

ぎ合わせると平面隅丸長方形であったと考えられる。遺物の出土はみられなかった。

一19一



し

司

」

aぐ

｝1＝65」Om
ノ

窪

2
日

工

］

＼

II＝64．20rn

£

a a

1

2

3

褐色粘質ニヒ（やや赤褐色かかる。炭｝ゼをば

在諺まり弱い。）
灰褐色粘質メニ麟まり抑い。）

にぶい椅色枯質土組5e口大の隣を含銚）

0　　　　　　　50cm

1

2

3

1

6

灰褐色熱貿土（炭ザを含む。畷褐色土ブロックを含むcO．5cm大の焼ニヒプロックを含む◇）

揚色粘貿土ζ3cm大の明閤色コニプロツクを含むの
明褐色結質土（炭片’を含む。黄褐色土を倉むば

掲色粘貿土（2より賠でやや諺まる◇3C己大の明矯色土ブロックを含む。）
稿色粘貿二｝二14よ｝）同で畷褐色土ブロックの含み多い。）

灰褐色轍質土（1より暗。炭片を含む。0．5C但大の明褐色土ブロックを含む。諦まり弱い。）

第22図　SKづ5実測図

0 1rn

第21図　SK－14実測図

ひ iぴ

詞査区外

て一 @、 T 了　／ 一　a

］

2

3

4

5

6

7

呂

9

10

｜1

12

13

にぶい褐色粘質土（炭片を含むc（15C煩大の明褐色1ニプロッ

クを含むご02c煩大の焼土ブロックを億かに含むの
掲色粘廷土（炭」ピ含むPO5C団大の1蓼1爾色二1ニプロツクを含

む。1よ｛）籍まり函い。）

灰褐色粘質d二1〆片を含む。05c鳳大の焼土ブロックを僅か
に含む。）

灰褐色粘質土（炭片を在も。0ぷm大の焼二iニプロックを含む。

蒜まり弱い。）

灰褐色粘資土（炭片を含む。Ic廻大の焼：1ニプ冒ックを含むの

灰掲色穣質こヒ（2・3より略。炭片・03c煩火の朗掲色二1ニプ

ロツクを伶かに含む☆締まるば
ぷ品色枯質土（』菱化楊。炭と赤褐色焼ニヒプロックと灰褐色
二1二が混じったものパ

明赤褐色焼士1ス謁色窯と層状となる。）
明赤褐色焼土（8より赤色強い。ぷ褐色土と綴状となる。｝
鐵灰色毅貢土く炭月’を含む。α5cm大の明褐色ニヒプロックを

含む。）

褐灰色狩質］二（10より明◇α5～翫囲大σ）明褐色土ブロック

膓今むば

褐色粘貿土｛三よりやや暗。0」文劔大の明褐色土ブロックを

含むの

鳥灰色粘貿土（］cm大の明剤色土ブロックを含む。締まり
やや弱い。）

12

／

k

；

正1＝6550nコ

a a
，

0 1m

第23図　SKべ6実測図

一20一



4．溝状遺構

SD－01（第24図、図版9）

　谷部上段のIN1区、　HN1区との境界北側の標高69．26mで検出した。北側は調査区外へ延びる。調査区

北壁で土層断面の観察を行った。東側一帯には同様な規模および軸をとるSD－02～04が配置する。規模

は遺存長0．83m、幅37cmを測る。主軸はN－12°－Wを振る。横断面はやや不整な椀状となる。北壁断面

で深さ26cm、底面は標高68．87～69．00mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層である。遺物

の出土はみられなかった。

SD－◎2（第25図、図版9）

　谷部上段のIN1区とHN1区との境界部、標高69．09mで検出した。北側は調査区外へ延びる。調査区北

壁で土層断面の観察を行った。SD－01が西側80cmに、同様な規模および軸をとるSD－03、04が東側に配

置する。規模は遣存長2．74m、幅は北壁部で43cmを測る。主軸はN－5°－Wを振る。横断面はやや不整

な椀状となる。北壁断面で深さ19cm、底面は標高68．51～68．90mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色

粘質土一層である。遺物の出土はみられなかった。

SD－03（第26図、図版9）

　谷部上段のINI区南端、標高69．02mで検出した。北側は調査区外へ延びる。調査区北壁で土層断面の

観察を行った。同様な規模および軸をとるSD－01、02が西側に、東側にSD－04が配置する。規模は遺存

長3．03m、幅は北壁部で50cmを測る。主軸はN－2°－Wを振る。横断面はやや不整な椀状となる。北壁

断面で深さ16cm、底面は標高68．40～68．86mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層である。

遺物の出土はみられなかった。
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SD－◎4（第27図、図版9）

　谷部上段のIN1区とIS1区境界部、標高68．96mで検出した。北側は調査区外

へ延びる。調査区北壁で土層断面の観察を行った。西側に同様な規模および軸

をとるSD－01～03が配置する。規模は遺存長2．66m、幅は北壁部で50cmを測

る。主軸はN－3㌧Wを振る。横断面は皿状となる。北壁断面で深さ8cm、底

面は標高68．53～68．88mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層であ

る。遺物の出土はみられなかった。

SD－05（第28図、図版9）

　谷部上段のIS1区、標高68．95mで検出した。北側は調査区外へ延びる。調査

区北壁で土層断面の観察を行い、上層にP261が重なる。西側に幅がやや小規

模ながら同様な軸をとるSD－01～04が配置する。規模は遺存長3．55m、幅は中

央部で74cmを測る。主軸はN寸6°－Wを振る。横断面は皿状となる。中央部で

深さ14cm、底面は標高68．76～68．84mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘

質土で明暗から二層に分かれる。遺物の出土はみられなかった。
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SD－◎6（第29図、図版9）

　谷部上段のIS1区東端、標高69．47mで検出した。北側は調査区外へ延びる。調査区北壁で土層断面の

観察を行った。西側に幅にやや稲違がみられながらも同様な軸をとるSDO1～05が配置する。規模は遺

存長3．26m、幅は北壁部で37cm前後を測る。主軸はN－22°－Wを振る。横断面は皿状となる。北壁断面

で深さ12cm、底面は標高69．26～69．35mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層である。遣物

の出土はみられなかった。

SD－07（第30図、図版9）

　谷部上段のIS2区、標高69．8ユmで検出した。北延長上の調査区北壁では耕作土下は地山面であること

から削平されている可能性があるもののSD－07は現況では北壁断面までは延びない。西側にSD－07より

軸をやや西向きに振るSD－01～06が配置する。規模は遺存長1．181n、幅は南側で34cmを測る。主軸は

N寸5°－Eを振る。横断面は皿状となる。深さ4cm、底面は標高69．73～69．81mを測り南側へ傾斜す

る。埋土は灰褐色粘質土一層である。遣物の出土はみられなかった。

SD－◎8（第31図、図版9）

　谷部上段のIS1区南、標高68．85mで検出した。上段の南際を東西方向に延びる。北側に幅などにやや

相違がみられながらも同様な形状のSD－01～06が配置する。西側にSK－03が近接するが、埋土や底面高

などに相違が認められることから別遣構の扱いを行った。規模は遺存長7．18m、幅は東狽1が広く85cmを

測る。主軸は全体的に南にやや湾曲し、N－56～71°－Wを振る。横断面は皿状となる。中央部東寄りで

深さ20cm、底面は標高68．46～68．61mを測り西側へ傾斜する。埋土はにぶい黄褐色粘質土一層である。

遣物の出土はみられなかった。

SD－09（第32図、図版10）

　谷部下段のGN1区およびHM区、標高67．93mで検出した。北側は調査区外へ延びる。北側は耕作土

下の地山面で検出したことから上部は削平されている可能性がある。南北軸から東方向へ屈曲するL字

形の溝で、規模は遺存長11．90m、幅は南側が広く80cmを測る。主軸は北辺でN－15°－E、南でN－43°－

Wへ振る。横断面は皿状となる。屈曲部で深さ9cm、底面は標高67．45～67．90mを測り南側へ傾斜す

る。埋土はにぶい褐色粘質土～層である。南側屈曲部東寄りで備前すり鉢体部片と陶器底部片が埋土よ

り出土している。

SD－10（第33図、図版10）

　谷部下段のHN1区南東、標高67。90mで検出した。東隣にSD寸1が配置する。規模は遺存長6．24m、

幅は南側で41cmを測る。主軸は北端で屈曲が認められるが概ねN－18°－Eを振る。横断面は皿状となる。

深さ9cm、底面は標高67．71～67．81mを測り僅かに南側へ傾斜する。埋土はにぶい褐色粘質土一層であ

る。遣物の出土はみられなかった。

SD－11（第33図、図版10）

　谷部下段のHM区南東、標高67．84mで検出した。西隣にSD－10が配置する。北端が東方向へ屈曲す

るL字形の溝iである。規模は遺存長5．30m、幅は屈曲部で27cmを測る。主軸はN－25°－Eから北端で屈

曲してN－71°－Wへ振る。横断面は皿状となる。北側で深さ6cm、底面は標高67．64～67．81mと全体的

に凹凸がみられ、僅かに北側が低くなる傾向である。埋土は褐色粘質土一層である。遣物の出土はみら

れなかった。

SDづ2（第34図、図版10）

　谷部下段のGS1区とHS1区境界部、標高67．45mで検出した。北側にSD－10、11が、東側にSD－13～16

が配置する。規模は遺存長2．30m、幅は中央南寄りで24cmを測る。主軸はN－17°－Eを振る。横断面は

椀状となる。中央部で深さ7cm、底面は標高67．21～67．41mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質

土一層である。遺物の出土はみられなかった。
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SD－13（第35図、図版10）

　谷部下段のHS1区南寄り、標高67．73mで検出した。東側に同様な軸をとるSD－14、15が配置し、直

交する軸をもつSD－16の西側を切る。規模は遺存長6．54m、幅は中央南寄りで32cmを測る。主軸は東へ

湾曲傾向にあるものの概ね忙2°－Eを振る。横断面は椀状となる。中央部で深さ7cm、底面は標高

67．13～67．70mを測り南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層である。埋土内から遺物の出土はみら

れなかったが、検出面の17～20cm上位で土師器底部（第52図3）、須恵器杯底部（第52図7）が出土してい

る。

SD－14（第35図、図版10）

　谷部下段のHS1区南寄り、標高67．52mで検出した。東西側に同様な軸をとるSD－13、15がそれぞれ

配置し、直交する軸をもつSDづ6の中央部付近を切る。規模は遺存長4．57m、幅は南側で30cmを測る。

主軸はN－5°－Eを振る。横断面は椀状となる。中央部で深さ6cm、底面は標高67．05～67．49mを測り

南側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層である。遺物の出土はみられなかった。

0　　　　　　　　　　　　2m

第32図　S◎－09実測図

＼

し

砺

にぶい懲色粘質土（やや譲まる。黄愉色

かかるの
褐色粘質二1二（炭片を含む◇）

II＝68．00m

ロ　　　　　　　　　　ば

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　戊m

第33図　SD一柏、刊実測図

II＝6740m

　　1　灰糧色粘質1二（05em
　　　大の明褐色土プロツ
　　　クを含む。）

　　0　　　　　50cm

第34図　SD－12実測図
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SD－15（第35図、図版10）

　谷部下段のHS1区南寄り、標高

67．58mで検出した。西側に同様な

軸をとるSD寸3、14がそれぞれ配置

し、直交する軸をもつSDづ6の東側

を切る。規模は遺存長5．26m、幅は

南側で37cmを測る。主軸はNヨ㌧

Eを振る。横断面は椀状となる。中

央部で深さ10cm、底面は標高67．55

～66．99mを測り南側へ傾斜する。

埋土は灰褐色粘質土一層である。南

側より土師器くの字莞の頸部細片が

出土している。

SD－16（第35図、図版10）

　谷部下段のHS1区南寄り、標高

67．35mで検出した。東西方向から

南へ屈曲するL字形の溝である。東

西辺を並行するSD13～15が直交し

て切る。規模は遺存長4．95m、幅は

西側で29cmを測る。主軸はN－97°－

Wから東端で屈曲してN－5㌧Wへ

振る。横断面は椀状となる。西側で

深さ9cm、底面は標高67．15～67．26

mを測り東側へ傾斜する。埋土は灰

褐色粘質土一層である。遣物の出土

はみられなかった。

声

H＝（遇．50m

　　　2　　　1

　　％z％
にぶい赤鵜色粘質上（〔15e腿大の礫を含むつ

赤褐色粘資土（1より明。05c田大の礫を含
む。）

　　0　　　　　50cm

第36図　SDべ7実測図

｛

　　　ロニ　アロおの　　　　　　　　ヨド　スらむの　　　　　　　まトぽア　　

励ざ
灰褐色響雪と（0．5c伺大の明褐色・1：ブロックを含むの

灰料色郭質」二磯片を含む。　5c購大の明椙色．皇ニプロックを含む。）

灰掲色粘資土（05c臓大の明褐Lヒプロックを含む。やや綴まる∋
灰掲色粘質土ISI）寸3へ15よりやや明。⑪玩国大の明鰯色土ブロックを若予含む山

　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　1m

　　　　　　　　一
　　　　　第35図　SD－13、14、15、16実測図

SD－16

H＝67．50m

e　　　　　　e
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SD－17（第36図、図版10）

　谷部下段のHS3区調査区境界部、標高68．44mで検出した。東側は調査区外へ延びる。南1．6mにSD－

28が配置する。耕作土下の地山面で検出したことから上部は削平されている可能性がある。規模は遣存

長L59m、幅63cmを測る。主軸はN綿0°－Eを振る。横断面は皿状となる。深さ12cm、底面は標高

68。29～68．33mを測り西側へ傾斜する。埋土は二層に分かれ、上層からにぶい赤褐色粘質土、赤褐色粘

質土である。遺物の出土はみられなかった。

SD－18（第37・38図、図版11・16）

　谷部下段のHS2区とHS3区境界部、標高68．06mで検出した。南端は層序確認のトレンチによって掘

削される。西側1、2mにSD－19・20が配置する。規模は現況で3．38m、1幅は南側ほど広くなり1．12mを測

る。主軸は西側へやや湾曲し、主軸はN－20°－WからN－8㌧Eへ振る。横断面は椀状となる。深さ

16cm、底面は標高67．84～67．91mを測り僅かに南側へ傾斜する。埋土は褐色粘質土一層である。遺物は

遣構南端で磨製石斧（1）が底面より5cm程度上位で出土している。長軸11．65cm、蛤刃で、砥石に転用

されたとみられる。

SD－19（第39図、図版11）

　谷部下段のGS2区とHS3区境界部、標高67．52mで検出した。南側でSD－20と繋がり、SD－19と20の中

位で東側へ大きく膨らんで形状を変えるが、埋土の相違から別遺構として扱った。SD－20との前後関係

などは明確にできなかった。規模は現況で3．48m、幅は北端が若干広く46cmを測る。主軸はN－16°－W

を振る。横断面は椀状となる。深さ14cm、底面は標高67．38～67．40mを測り傾斜はみられない。埋土は

褐色粘質土一層である。遣物の出土はみられなかった。

SD－20（第39図、図版11）

　谷部下段のGS2区とHS3区境界部、標高67．68mで検出した。東側L2

m、幅は北側が広く1．39mを測る。主軸は西側へやや湾i拍し、主軸は

N－16㌧WからN－32°－Eへ振る。横断面

は椀状となる。深さ27cm、底面は標高　　　　　1

67。12～67．38mを測り南西側へ傾斜す

る。埋土はにぶい褐色粘質土で締まり具

合や炭片・礫の含みから二層に分けられ

る。遺物の出土はみられなかった。

SD－2］（第40図、図版11）

　谷部下段のGS2区、標高66．92mで検

出した。調査区B－Bノ断面では第14層が

基盤i層となる。南側には同様な形状およ

び軸をとるSD－22、23が配置する。規模

は遣存長5．07m、幅39cmを測る。主軸は

N－73°－Wを振る。横断面は椀状となる。

深さ10cm、底面は標高66．46～66．81mを

測り西側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質

土一層である。遺物の出土はみられな

かった。

1

　　　0　　　　　　　　　　　　5cm

第38図　S◎寸8出土遺物実測図

1　灘色料パゑ（05c悶大の鑛を含む◇主色
　かかる。）

II霊68、20m

・十多

　　0　　　　　50cm

第37図　SD－18実測図
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SD－22（第41図、図版11）

　谷部下段のGS2区、標高66．62mで検出した。南北に同様な形状および軸をとるSD－21、23がそれぞれ

配置する。規模は遺存長4．66m、幅38cmを測る。主軸はN－75°－Wを振る。横断面は椀状となる。深さ

12cm、底面は標高66、12～66．56mを測り西側へ傾斜する。埋土は灰褐色粘質土一層である。遺物の出土

はみられなかった。

／

才

II竺6丘8◎m

　1　りく褐色粘資］こ（炭片を含む。｝

　　θ　　　　　50cm

第4◎図　SD－21実測図

～

にぶい縄色粘貿．i二｛黄褐色とブロックを含む。

繍まり弱い三）

にぶい謁色鐵資士（1よりやや陪。炭片を
含む章α5cm大の礫を含むパ

1｛＝6650m

　1　灰褐色枯貿土（炭片を含
　　む。（1を頂大の塚を含む。）

　　0　　　　　50cm

第41図　S廿22実測図

　　　　　　　　一
第39図　SD－19、20実測図
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1夏＝66．60nユ

］　灰褐色粘質土織5c躍火の礫を含むの

　　0　　　　　50cm

第42図　SD－23実測図

＼

H＝66．60m

　1　明掲色結質土（炭片を含む。
　　α3～0．8cm大の礫を念む。）

　2　にぶい嵩色粘質土（黄灰色
　　砂を含む。｝

　　0　　　　　50cm

第43図　Sぴ24実測図

1

　0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第44図　SD－24出土遺物実測図

SD望3（第42図、図版11）

　谷部下段のGS2区、標高66．71mで検出した。北

西側には同様な形状および軸をとるSD－21、22が配

置する。規模は遺存長3．581n、幅43cmを測る。主軸

はN－75°－Wを振る。横断面は皿状となる。深さ15

cm、底面は標高66．23～66．57mを測り西側へ傾斜す

る。埋土は灰褐色粘質土一層である。遺物の出土は

みられなかった。

一28一

0　　　　　δOcm

　第45図　SD－25、26実測図



SD－24（第43・44図、図版11・16）

　谷部下段のGS2区南東端、標高66．59mで検出した。北1mにほぼ軸を直交するSD－23が、南50cmに

SD－25が配置する。規模は遣存長3．56m、幅は北側で54cmを測る。主軸はN－24°－Eを振る。横断面は

椀状となる。深さ15cm、底面は標高66．23～66．40mを測り僅かに南西側へ傾斜する。埋土は二層に分か

れ、上層は炭片・小礫を含む明褐色粘質土、下層は黄灰色砂を含むにぶい褐色粘質土である。第1層中

から磁器底部（1）が出土している。削り出し高台で畳付は無紬。18世紀肥前系とみられる。

SD－25（第45図、図版U）

　谷部下段のFS3区とGS3区境界部、標高66．50mで検出した。南東側は調査区外へ延びる。北50cmに

SD－24が、西側1mにSD－26が配置する。規模は現況で8．25m、幅は北西で70cmを測る。主軸はN－28°－

Wを振る。横断面は椀状となる。深さ15cm、底面は標高66．17～66．52mを測り北西側へ傾斜する。埋土

は灰褐色粘質土一層である。中央部周辺で埋土から須恵器甕類体部片、杯底部片、端部細片が出土して

いる。

SD－26（第45図、図版11）

　谷部下段のFS2区とFS3区北部、標高66．301nで検出した。南東側は調査区外へ延びる。東側1mに

SD－25が配置する。規模は現況で18．58m、幅は西端で50cmを測る。緩やかに西へ湾曲し、主軸はNづ5

～66°－Wを振る。横断面は椀状となる。深さ13cm、底面は標高65．50～66．24mを測り北西側へ傾斜す

る。埋土は灰褐色粘質土一層である。遺物の出土はみられなかった。

SD－27（第46図）

　谷部下段のES2区とES3区境界部、標高65．11mで検出した。東側は調査区外へ延びる。北西壁の一部

をP－246に切られる。遺存長2．82m、最大幅は1．35mを測る。主軸はN－47°－Wを振る。横断面は不整な

椀状である。溝中央部に中州状の幅50cm程度の高まりがあり土層断面から西側が後出で東側とは別遣構

の可能性もあるがともに埋土は締まりが弱く、同一の遺構として扱った。深さは西側で10cm、東側で

21cmを測る。底面は西側で標高64．73～64．80m、東側で標高64．79～64．81mを測り、ともに北西側へ傾

斜する。埋土は西側でにぶい褐色粘質土、東側は二層で上層からにぶい褐色粘質土、灰褐色粘質土であ

る。遣物の出土はみられなかった。

SD－28（第47図、図版12）

　谷部下段のGS3区とHS3区境界部、標高68．31mで検出した。東側は調査区外へ延びる。北側1．6mに

SD－17が配置する。遺存長10．25m、調査区境界部付近で最大幅2．45mを測る。主軸はほぼ東西方向の

N－87°－Eを振る。横断面は不整な皿状である。深さは調査区境界部付近で43cmを測る。底面は標高

67．21～67．88mを測り西側へ傾斜する。溝底面北沿いに石列を検出した。僅かに蛇行が認められるもの

のほぼ～線に並ぶ。石は15～20cm程度の角礫を横位に並べ、上面に平坦面を使用することなく南側面を

意識し揃えている。上積みの痕跡は認められなかった。埋土は4層に分かれ、上層の第1層は流入とみ

られるややシルト質のにぶい褐色粘質土、石列北側の第2層は裏込め土とも考えられる。南側下層は褐

色粘質土および灰褐色粘質土である。石列北側にあたる遺構検出面上位で須恵器片4点と陶器底部片が

出土している。

SD－29（第48図、図版12）

　谷部下段のFN1区とGN1区境界部、標高66．78mで検出した。北3mにSDO9が配置する。耕作土下の

地山面で検出したことから上部は削平されている可能性がある。遣存長1．57m、最大幅39cmを測る。主

軸はN－42°－Eを振る。横断面は椀状である。深さは6cmを測る。底面は標高66．66～66．771nを測り僅

かに南西側へ傾斜する。埋土は褐色粘質土一層である。遺物の出土はみられなかった。
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　　　0　　　　　50cm
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第48図　SD－29実測図

○
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　　　　0　　　　　　　　　　　　1m

にぶい織色粘質i，｛ややシルトX、締まり弱い◇｝

にぶい簿白釦多ざ．i二（］よi）やや暗。炭片を含むぱ

灰褐色話貿i二（2より陪。0．5c但大の礫を鍍かに含む。緒まり弱い。）

　　第46図　SD47実測図

声

0　　　　　　　　　　　　2m

5．その他の遣構と遺物

ピット状遺構（第4・5・49図、図版16）

　谷部で計271基のピット状遺構を検出した。このうちU基は掘

立柱建物を構成する柱穴であることから、それ以外のピットは計

260基となる。分布の中心は標高69m前後の上段の西側にあり、

深めでしっかりした掘り込みのものや土層断面に柱痕跡が観察さ

れるピットが目立つ。上段の東側では深さ数cmの小ピットが多

く、耕作土下の地山面で検出したことから上位は削平を受けてい

る可能性がある。いずれも上段平坦面は面的に北側の調査区外へ

続き、中心部分も北側へ広がっていく可能性が考えられる。この

他ピットは、谷部下段の標高の高位周辺に散在する傾向がある中

で、谷部下段のFS1区およびGS1区一帯の標高66m前後の試掘ト

レンチ東周辺部、谷部下段のES3区の標高65m弱のSK－13を中心

とした付近に比較的集中する傾向が見受けられる。土層断面から

谷部下段にも柱痕跡およびそれに準じる層序が観察されるピット

も僅かに認められるものの建物の特定には至らなかった。なお、

各ピットについては法量や検出および底部標高、出土遣物などの

II＝67、60m

　　　　ま

修“彩i修
O　　　　　　　　　　　　Im

にぶい褐色討亨L（ややシルト貿。0　悶大の鷹を含む◇）

褐色彩　　1　（やや謬まる一　　C毯大の夢・含む巳）

織色吊1彦三　（2より晴。易と）1を含む。翻まり弱い。）

灰褐色鈷鎌」：陵銭ぺを含む。緒まる。）

　第47図　SD－28実測図
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第49図　P一董98出土遺物実測図
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一覧を第1表にまとめた。

　ピット埋土から遣物が出土したのは、わずかにP－17、173、175、198、243、245、246であり、いず

れも土師器あるいは須恵器細片1点あるいは数点である。このうちP－198では土師器杯（第49図1）が出

土している。（1）は口縁部12分の1の残存で推定口径14、8cmを測る。底部から大きく外方へ開く体部は

内外面ヨコナデの稜が顕著である。

遺構外出土遺物（第4・5・50～55図、図版11・16～18）

　遺構i以外から出土した遣物として、コンテナ（容量54×34×20cm）7箱分弱に相当する量が出土してい

る。これに対し遺構内から出土した遺物は量的に少なく約コンテナ1箱分である。遺構外遺物の多く

は、第10層黒褐色かかる灰褐色粘質土中およびその上層や遺構検出面で出土した遺物である。また、遺

構が集中する箇所での遺物の出土というよりは、地形傾斜が変換する削平されて掘削土が掻き出された

一帯に遣物が帯状に集中する傾向が見受けられる。例えば谷部下段FS3区SD－25、26南西側の弥生土器

（第51図1・2）や須恵器横瓶など（第53図12・16・19）が出土した一帯、谷部下段のSD－13～16南側の土

師器、須恵器、備前焼（第52図3・5～ユ0）などが出土した一帯である。その他、谷底部にあたるDS2区

とES2区西側には瓦質土器を中心とした遺物（第55図24～33）が出土している。

　遣物は、弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、陶磁器、土錘、砥石、鉄片などがある。これらのほ

とんどは土師器体部細片や須恵器壼甕類の体部片で、このうち端部片や比較的遺存状態の良好な遺物

（第50図谷部上段遺物）（第51～55図谷部下段遺物）について図化した。

　上段で出土した遺物はコンテナ約2分の1程度とそう多くはなく、土師器と須恵器片ではやや土師器

片が多い。須恵器片はほとんどが体部片である。このうち（第50図1～4）を図化した。土師器底部（1）

は糸切り。上段ではこの他に径10cm程度と比較的大きめの糸切り底部が数点出土している。土師器甕

（2）はく字甕で肩部は張らず底部近くで膨らむ形態である。椀（3）は重焼きの痕跡が観察されしっかり

した焼きである。甕（4）口縁部は屈曲して上外方へ短く立ち上がり端部で肥厚して面をもつ形態である。

　下段で出土した遺物は上段遺物に比べ遺物の時期幅があり、弥生土器から18世紀代の陶器までが出土

している。完形の遣物はなく、ほとんど径が復元し難い遺存状態である。弥生土器は弥生中～後期の4

点が出土しており、出土位置はFS2区およびFS3区である。（第51図1・2）の端部内外面に［凹線を施す

広口壼（1）、内面ヘラ削りの底部（2）以外に、無紋の端面をもつ壼口縁部、外面叩き目を有する体部片

が出土している。（第52図3～11）は試掘トレンチT1－1東側のFS1区・GSI区・HS1区で出土した遺物

である。この一帯ではSD－09南東側を中心に備前焼が点々と出土している。底部（3）（5）は糸切り、高

　　　　㊨
2

．，蹴㌶闇ぷ ’s多
4

　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　▲Ocm

　　　　　　　　　　　一
第50図　谷部上段出土遺物実測図
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台部（4）は先細りに開く。須恵器（6）～（8）は硬質の焼成で、杯（6）は重焼き痕、椀（7）は円盤状の高

台、椀（8）は高台部剥落する。備前壼（9）は口縁部僅かに玉縁状となり、肩部に4～5条の櫛描沈線を

施す。備前すり鉢（10・11）は口縁部上下に肥厚して外面に2条の凹線。（10）に比べ（11）は口縁部の肥厚

大きく内面揺日が細かく密に施される。（第53図12～21）はFS3区のSD－25、26南西側で出土した遺物で

ある。この一帯では前述の弥生土器（第51図1・2）以外に、土師器、須恵器、僅かに瓦質土器片が出土

している。口縁部（18）と備前底部（20）はSD－24近辺で出土した遺物である。壼もしくは甕ロ縁部（12）

（13）は煤が付着し比較的ハケ目が細かく小じんまりとした作りである。杯蓋（14）は口縁端部より僅かに

突出するかえりをもつ。高杯（15）は裾部で屈曲して大きく広がる形態で端面をもつ。壼（16）は口縁端部

が上外方へ突出し短い端面をもつ。底部（17）は底部外縁に短い高台が付く。口縁部（18）は内湾気味に開

き端部は内側に肥厚する。外面に粗い波状文・沈線2段が観察される。横瓶（19）は体部円盤充填部分を

中心とした残存で、体部内外面叩き目および当て工具痕。後に外面はカキ目を施す。備前すり鉢底部

（20）は重複する揺目が使用により表面滑らかとなる。土錘（21）はGS1杭東側で瓦質鉢と出土しており、

…一

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

　　　　　　　　　第51図 谷部下段出土遣物実測図（1）
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長さ3．81cm、幅1．48cmを測るやや歪な中央が膨らむ管状土錘である。（第54図22・23）はES3区SK－16の

北東で出土した遺物である。この周辺ではこの他に比較的大きめな壼あるいは甕の体部片がまとまって

出土している。杯蓋（22）は口径14．9cm、扁平な天井部から端部は僅かに下外方へ屈曲して丸く納める。

杯高台部（23）は底部外縁よりやや内側に短く開く高台を貼り付ける。底部外面はヘラ切りとみられる。

（第55図24～33）はDS2区およびES1区西側の谷底部で出土した遺物である。この周辺では土師器・須恵

器片の他、格子目叩きのみられる須恵器片や瓦質土器片が比較的多く出土している。杯蓋（24）は今回唯

一摘みのある個体で、径3．1cmの扁平な摘みである。椀底部（25）は短く開く高台が付き、内面は細かな

単位のヨコナデの稜で凹凸がみられる。高台部（26）は精良な胎土で高台貼付け時は高台内縁のみ調整さ

れる。陶器高台の可能性がある。口縁部（27）は端部でやや開き

夕瀬する緬をもつ．胎土絶調からあるいは鍵土器の醜一＝＝ @三甕笥，
性がある。瓦質鍋（28～30）は受け口状の口縁部で端面をもつが

全体的に受け部の屈曲が甘くなる。瓦質羽釜（31）は鍔部は細く

水平に突出し、上部付け根部分は丁寧に調整される。緑紬底部

（32）は糸切りで内側に圏線を入れる削り出し高台。全面施紬。

砥石（33）は長さ9．75cm、自然石の割れ面あるいは切断面を砥石

として使用する。

23

　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第54図　谷部下段出土遺物実測図（4）
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第1表 谷部ピット状遺構 覧表
径（cm） 検出高（cm） 底部高（cm） 遺物など グリット 径（cm） 検出高（cm） 底部高くcm） 遺物など列ット

P－01 14×12 69．30 69．25 HN1 P－51 29×25 68．84 68．75 IN1

P℃2 18×（9） 69．36 69．20 HN1 P毛2 31×（12） 69．18 68．78 IN1

P－03 29×27 69．28 68．92 柱痕跡有 1｛N1 P－53 18×16 68．85 68．72 IN1

P－C4 24×20 69．26 68．91 Ω痕跡有 HN1 P市4 15×13 68．83 68．74 IS1

P寸5 14×11 69．22 69．18 HNl P－55 37×33 68．78 68．71 IS1

P－06 19×17 69．18 68．93 1｛N1 P－56 32×29 68．97 68．91 IS1

P℃7 18×16 69．17 69．09 HN1 Pう7 28×23 68．98 68．85 IS1

P℃8 24×22 69．13 69．08 HNl P－58 19×15 68．96 68．91 IS1

P－C9 21×20 69．05 68．94 壬氏1 P－59 22×20 68．91 68．85 IS1

Pづ0 21×19 69．11 68．93 HN1 P－60 21×20 68．95 68．83 IS1

P－11 27×17 69．07 68．99 HN1 P玉1 34×31 69．12 69．01 IS1

P畦2 29×29 69．07 68．97 HN1 P－62 22×20 69．15 69．11 IS1

P－13 21×20 69．07 68．97 HN1 P63 15×14 69．11 69．05 ISユ

P－14 18×16 69．06 68．99 壬［N1 P－64 20×18 69．10 68．95 IS1

P－15 14×14 69．03 68．93 HN1 P65 33×30 69．11 69．06 IS1

P－16 38×（10） 69．35 68．78 INl P－66 20×16 69．2ユ 69．15 IS1

P－17 29×27 69．10 68．75 こ上師器月’ HN1 P－67 16×23 69．21 69．14 IS1

P－18 30×23 69．03 68．66 ξ憲痕鋳有 HN1 卜68 24×24 69．01 68．78 IS1

P一ユ9 21×19 68．96 68．80 HN1 P－69 43×44 69．27 69．23 IS1

P－20 27×25 68．80 68．49 HN1 Pイ0 39×27 69．21 69．14 IS1

P－21 19×18 68．92 68．73 柱痕鋳？ HN1 P－71 15×13 69．16 69．08 IS1

P－22 19×18 68．91 68．72 HN1 P－72 17×14 69．16 69．09 IS1

P－23 25×25 68．85 68．74 HN1 P－73 21×17 69．11 69．04 IS1

P－24 18×（14） 69．31 68．92 斑1 P－74 36×36 69．57 ’　69．49 IS1

P－25 37×32 68．91 68．89 IN1 F75 13×11 69．41 69．36 IS2

P－26 25×22 68．85 68．60 ど［N1 P－76 15×14 69．32 69．28 IS2

P－27 17×17 68．66 68．50 HNユ P－77 41×39 69．89 69．73 IS2

P－28 30×26 68．89 68．69 SB－01 IN1 P－78 21×19 69．74 69．69 IS2

P－29 26×25 68．85 68．62 IN1 P－79 15×15 69．61 69．52 IS2

P－30 20×19 68．80 68．73 IN1 F80 15×14 69．52 69．47 IS2

P－31 19×16 68．74 68．67 SI3－01 HN1 P－81 20×18 69．57 69．49 IS2

P－32 23×22 68．31 68．16 IS1 P－82 18×17 69．47 69．41 IS2

P－33 （17）×（5） 68．94 68．86 IN1 P－83 28×22 69．38 69．32 IS2

P－34 13×13 68．85 68．71 工N1 卜84 25×20 69．63 69．58 IS2

P－35 17×15 68．83 68．74 IN1 P－85 21×17 69．60 69．57 IS2

P－36 25×（20） 68．75 68．57 IN1 P－86 18×17 69．57 69．56 IS2

F37 24×21 68．85 68．66 S廿0ユ・柱痕
ｵ？

IN1 P－87 28×22 70．01 69．93 IS2

P－38 29x28 68．83 68．75 根石？ IN1 P－88 26×（9） 69．97 69．60 柱痕跡有 IS2

P－39 28×32 68．82 68．57 IN1 P－89 25×23 69．77 69．72 IS2

P－40 29×28 68．77 68．66 SB－01 IN1 F90 35×（29） 69．74 69．70 IS2

P－41 38×37 68．75 68．65 SB－Ol INユ P－91 （48＞x42 69．73 69．67 IS2

P－42 40×35 68．70 68．60 IN1 P－92 47×40 69．19 69．00 IS1

P－43 24×20 68．54 68．20 HN1 P－93 24×20 69．56 69．50 IS1

P－44 18×15 68．37 68．26 HN1 F94 31×28 69．57 69．35 IS1

P－45 25×21 68．64 68．53 IN1 P－95 10×10 69．25 69．23 IN1

P－46 33×29 68．81 68．57 IN1 F96 18×16 68．82 68．73 IS1

P－47 23×18 68．76 68．63 IN1 P－97 18×16 69．82 69．72 IS1・2

P－48 21×18 68．66 68．44 IN1 P－98 50×（28） 69．39 69．31 IS1

P－49 21×20 68．62 68．33 IN1 P－99 （50）×（一） 69．58 69．42 IS1

P－50 65×58 68．63 68．56 IN1 P－100 （19）×（一） 69．49 69．42 IS1
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（）遺存値

径（cm） 検出高（諭 底部高（cm） 遺物など グリット 径（cm） 検出高（測 底部高（cm） 遺物など グリット

Pヨ01 30×28 68．02 67．96 HN1 P－151 18×（6） 67．09 66．89 GS2

P－102 36×35 68．02 67．92 HN1 Pづ52 10×（6） 67．11 66．88 GS2

P－103 36×34 68．03 67．89 HN1 P－153 30×27 67．54 67．48 HN・S玉

Pづ04 28×26 67．95 67．85 HN1 Pヨ54 24×22 67．28 67．20 GS1

P－105 33×32 67．92 67．80 HN1 P－155 31×（17） 67．77 67．58 HS1

P－106 55×47 67．84 67．75 臼N1 P－156 32×（26） 67．78 67．57 HS1

P－107 25×23 67．79 67．75 HN1 P－157 31×（19） 67．77 67．45 HS1

P－108 42×41 67．76 67．69 HN　1 P－158 20×（13） 65．32 65．06 ES3

P－109 50×48 67．69 67．62 HN1 P－159 28×25 65．11 64．98 ES2・3

Pづ10 43×38 67．78 67．70 HN1 P－160 17×（15） 67．22 67．18 HS2

P－111 17×14 67．66 67．62 HN1 P－161 17×（14） 67．22 67．12 HS2

Pづ12 26×24 67．65 67．35 HS3 P－162 20×18 67．17 67．05 HS2

P－113 29×29 67．76 67．72 HS1 P－163 26×23 67．14 67．12 嚢S2

P－u4 （19）×（一） 69．02 69．81 IN1 P－164 22×20 67．81 67．57 ．柱痕跡？ HS2

P－115 29×29 67．73 67．66 HS1 Pづ65 21×20 68．07 67．87 HS2

P－116 28×27 67．73 67．66 HS1 P－166 17×16 68．15 68．04 HS2

P－117 22×21 67．73 67．63 HS1 P－167 23×21 68．29 68．12 HS2

Pう18 55×44 67．71 67．68 HS1 P寸68 35×33 68．42 68．37 IIS2

P－119 18×16 67．69 67．64 HS1 P－169 25×24 68．44 68．37 HS2

P－120 35×35 67．68 67．62 HS1 Pづ70 19×16 68．負 68．39 HS2

P一ユ21 25×23 67．55 67．46 HS1 P－171 20×19 68．53 68．47 正IS2

P－122 18×18 67．5／ 67．46 HS1 P－172 34×30 68．85 68．82 亙S2

P－123 19×18 67．49 67．47 HS1 P－173 30×25 68．48 68．19
柱痕ゾ有
�ﾆ耐げ杯底片

HS2

P寸24 19×18 67．3／ 66．79 」鏡蕩？ 狂S1 P－174 28×26 68．27 68．24 HS3

P畦25 33×27 67．11 67．02 HS1 P－175 27×26 68．34 68．28 須恵器腐片 HS3

P－］26 61×56 67．36 67．24 HS1 P－176 17×15 68．36 68．23 HS3

P－127 29×25 67．41 67．35 HS1 P－177 19×18 68．54 68．38 HS3

P－128 28×27 67．47 67．38 HS1 P－178 48×（25） 67．37 67．28 GN　1

P－129 35×31 67．4 67．23 HS1 Pづ79 40×34 66．16 66．03 GS1

P－130 24×23 67．48 67．36 HS1 Pづ80 34×28 66．24 65．92 SBべ｝2 GS1

P寸3ユ 20×18 67．42 67．30 HS1 P－181 26×24 66．37 66．26 GS1

P－132 29×23 67．45 67．61 GN1 P－182 27×24 66．38 66．02 SB－02 GS1

P－133 21×20 67．74 67．67 GN1 P－183 36×35　　　　　　　66．04 65．97 GS1

P－134 24×21 67．58 67．52 GN1 P－184 33×32 65．97 65．91 SB－02 GS1

Pづ35 33×34 67．46 67．38 G恒 P－185 34×34 66．00 65．83 GS1

P－136 42×36 67．46 67．33 GN1 P－186 32×27 66．07 65．92 SB－02 GS1

P－137 29×（20） 67．46 67．18 GS1 P－187 29×29 65．91 65．79 試摺Tr内 GS1

P－138 29×29 67．11 67．03 GS1 P－188 27×25 66．26 66．04
SB－02

似hTT内
GS1

Pづ39 20×18 67．09 66．97 GS1 P－189 19×17 66．19 66．10 試掘Tr内 GS1

P－140 15×13 67．05 66．97 GS1 Pづ90 27×25 66．46 66．34 SB－02 GS1

P－141 23×20 67．05 67．01 GS1 P－191 61×56 65．83 65．63 GSl

P－142 38×36 67．92 66．84 GSI P－192 32×30 65．77 66．62 FSユ

Pヨ43 33×30 66．10 65．97 GN・Sl P－193 43×41 65．80 65．71 FS1

P－144 （33）×（29） 66．90 66．82 GS1 P－194 53×48 65．76 65．67 FS1

Pづ45 33×（25） 66．82 66．72 GS1 P－195 36×34 65．70 65．54 FS1

P－146 40×37 69．53 69．26 GS1 P寸96 33×24 65．73 65．63 FS1

Pづ47 17×16 66．08 65．94 GS1 P－197 29×26 65．76 65．65 FS1

P－148 （17）×（16） 66．10 65．94 SK－09が切る GS1 Pヨ98 31×27 65．82 65．61
柱痕跡？

y師器杯
FS1

P－149 （12）×（10） 66．11 65．97 SK－09が切る GS1 P－199 28×27 65．92 65．83 FS1

P－150 33×31 65．41 65．25 FS2 P－200 26×25 65．93 65．79 FS1
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（）遣存値

径（cm） 検出高（c∋ 底i縞（cm） 遺物など グリット 径（cm） 検出高（cm＞ 劇塙（cm） 遺物など グリット

P－201 25×24 65．96 65．89 FSユ P－251 37×32 64．40 64．32 DS1

P－202 44×39 65．80 65．67 FS1 P－252 36×33 64．33 64．21 DS1

P－203 47×40 65．54 65．33 柱灘亦有 FS1 P－253 38×37 64．18 64．03 DS1

P－204 21×20 65．51 65．40 FS1 P－254 46×40 63．79 63．60 DS1

P－205 34×32 65．59 65．4 FS1 P－255 40×39 64．06 63．92 DS］

P－206 33×31 65．49 65．42 FS1 P－256 27×24 63．70 63．63 DS1

P－207 41×40 65．38 65．23 柱痕跡？ FS1 P－257 50×（26） 65．33 65．27 ES3

P－208 35×32 65．48 65．33 FS1 P－258 （27）×（一） 69．08 68．92 IN1

P－209 28×26 66．32 66．24 FS1 P－259 （16）×（一） 69．26 69．08 IN1

P－210 39×35 66．31 66．26 FS1 P－260 （66）×（一） 69．37 69．16 IN1

P－211 32×30 66．69 66．65 FN1 P－261 （99）×（一） 69．34 68．89 IS1

P－212 14×13 68．ω 68．33 HS3 P－262 （72）×（一） 67．72 67．22 HS1

P瑠13 17×17 68．40 68．32 HS3 F263 （14）×（一） 66．97 66．85 GS2

P－214 20×17 67．62 67．55 GS3 P－264 （19）×（一） 66．99 66．88 GS2

P－215 25×23 67．39 67．12 GS3 P－265 （15）×（一） 67．03 66．94 GS2

P－216 21×18 67．06 66．99 GS2 P－266 （12）×（一） 67．12 67．04 GS2

P－217 23×20 67．01 66．91 GS2 P－267 （14）×（一） 67．46 67．34 HS1

P－218 28×28 66．85 66．78 GS2 P－268 （26）×（一） 67．40 67．24 臼S1

P－219 33×30 66．80 66．63 GS2 P－269 （14）×（一） 66．97 66．64 GS1

P瑠20 32×29 66．94 66．71 GS2 P－270 （16）×（一） 66．12 65．94 GS1

P－221 28×25 66．87 66．77 GS2 F271 （65）×（一） 65．60 95．43 FS1

P－222 28×26 66．52 66．45 GS2

P－223 35×36 66．48 66．38 GS2

P－224 24×23 66．20 65．99 GS2

P－225 20×18 66．15 66．05 FS3

P－226 56×52 64．81 64．47 ES2

P－227 21×20 65．44 65．26 FS3

P－228 21×19 65．46 65．27 FS3

F229 42×39 65．71 65．58 FS3

P－230 25×24 65．72 65．48 ES3

P立31 25×24 65．71 65．56 ES3

P－232 18×16 65．72 65．65 ES3

P－233 33×31 65．26 65．17 ES3

P－234 23×22 65．23 65．13 ES3

P－235 33×30 65．28 65．11 ES3

P－236 28×26 65．22 65．17 ES3

P－237 21×21 65．21 65．15 ES3

P－238 25×24 65．12 65．02 ES3

P－239 29×28 65．19 65．08 ES3

P－240 22×19 65．23 65．15 £S3

P241 48×44 65．07 65．00 ES2

P含42 55×50 64．97 64．90 ES2

P－243 50×47 64．93 64．77 須恵器纐片 ES2

P－244 35×35 64．75 64．64 ES2

P－245 59×52 64．65 64．34 ゴニ師蓑口縁片 ES2

P－246 33×32 64．75 64．42 zl二師器細片 ES2

F247 48×44 64．34 64．15 ES2

P－248 38×36 64．60 64．45 ES1

Pち49 43×41 64．40 64．3］ ES1

P－250 37×37　　　　　　　64．31　　　　64，24 ES1
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第2節　三谷9号墳の調査（第3・56～58図、図版13～15・18）

　三谷9号墳は、三谷国ヶ谷遣跡西側丘陵部の南西に細く張り出す小尾根頂部に立地する。西隣尾根に

展開する郷原古墳群（3・10・15・9・8号墳など）の支群と考えられるが、今回古墳の名称は現在の行

政区分から三谷古墳群としての扱いを行った。

〔位置と現状〕

　三谷9号墳は、北西へ延びる主稜線から南南西へ細く張り出す小尾根先端の頂部、標高66．57～67．93

mに立地する。尾根上位の北側は果樹園造成時に数段の平坦面状に削平され、現在では杉が植林されて

おり、尾根先端周辺部が独立丘陵状に遣存する。小谷を挟んだ西隣には連綿と郷原古墳群が配置する尾

根が近接し、三谷9号墳の50m南西面の標高64mには郷原9、8号墳が立地する。このように西隣に同

様な軸でやや標高の高い尾根が近接することから三谷平野への見通しは利かず、尾根先端の空間で三谷

平野奥部への視界が僅かに広がる。調査前の観察では、調査区内の尾根稜線上には径80cm以上もある木

根が3、4本あり、木根の根元周辺が高まりを保ちつつもそれ以外では流失がすすんでいるように見受

けられた。尾根西側は急傾斜で小谷へと続き、東側は比較的緩やかに谷部へ続く。谷部との比高差は3

m弱である。積極的には古墳と想定し難い状況ながら、西隣尾根の古墳の存在を考慮し、尾根先端頂部

に僅かに高まりが認められ尾根線に直交する溝状の窪みが確認できることから古墳の存在が予想され

た。また、それに続く尾根上位部分についても視野に入れておく必要があるものと思われた。

〔墳丘〕

　腐植土および表土下10～18cm程度で墳丘面を検出した。墳頂部の一部を除いて腐植土および表土下は

地山面である。墳頂部の標高67．93mを測る。墳丘北西側は一部プラスチック等が出土した果樹園関連

の土坑（SX）群によって掘削される。尾根線方向に僅かに長軸をもつ円墳とみられ、墳丘規模は現況で

南北10、4m、東西10．1mとほぼ10mを測る。墳丘の高さは北西裾からL36mを測る。墳丘は、尾根高位

側で幅1．6m、深さ0．45m余りを測る断面緩やかな椀形の溝を尾根頂部を中心として円形に掘り込み、

地山成形と掘削した土砂を北西低位側へ厚く盛土することで築造したと推測される。旧地表面は検出さ

れなかった。盛土の多くは既に流失しており、墳頂部および北西墳丘斜面で13cmが遺存するに留まる。

墳丘検出時の北西側の均一なシルトの土量を勘案すると本来は墳頂部にもかなりの盛土がなされていた

と考えられる。

〔埋葬施設〕

　墳頂部表土下を繰り返し精査し、土層観察用ベルト沿いにトレンチを掘削、最終的に中央部を丁字状

に断ち割ったが埋葬施設はみられなかった。流失したとみられる。

〔出土遺物〕

　墳丘検出時に古墳北裾から2m離れた地点で須恵器壼甕類の体部片4点、土層ベルトb－bノを挟んで同

じく須恵器壼甕類の体部片1点と土師器細片1点が出土している。この他、古墳とは直接関連しない

が、南西墳丘上より土師器皿（第58図1）が出土している。（1）は風化剥落著しく復元口径10、1cmを測

る。この他、尾根北西側に掘り込まれた土坑（SX）群から磁器、鉄、ゴム、プラスチック片など約3袋、

果樹園造成および栽培期のものとみられる陶磁器・瓦・ガラス片などがCS1区やANl区およびBN1区の

SX土坑の上層部分にあたる表土下で5袋程度出土している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…∵　　　z

　0　　　　　　　　　　　　　　　　10c皿

第58図　丘陵部出土遺物実測図
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SD－18 第2表 出土遣物観察表
（）　復元値　　〈　〉推定値

挿図

ﾔ号
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器高
icm） 形態・手法の特徴 胎土 焼成 色錫 残存状況 鐵考

遣物

o録
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谷部上段

第50信1

@1 肌 …
（7．o）

…
糸切り底。 ］㈱大の砂粒

L 良好 涙燈色 （浅）　］／4 57

第50図
@2 鍋

｝ ｝ ｝
くの字状日縁。

燒ﾊ口頴部ハケEl認整。
1～2㈱の砂
ｱ多

良 燈掲色 （1コ頸戊一部 煤付着 57

第50図
@3

須忌器

@椀
（16、0）

㎜ ㎜
体部は内湾して開き、L彩羅部ま丸ぶ 1㎜以下の砂

m多
良好 灰色 （にD　1／6 重ね焼き痕 57
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第3節　まとめ
　今回の三谷国ヶ谷遺跡の調査で、掘立柱建物2棟、土坑16基、溝状遣構29条、ピット状遣構260基を

検出した。出土した遺物には、土師器、須恵器、瓦質土器、陶磁器、弥生土器、土錘、石斧、砥石、鉄

製品がある。調査した面積に対しそう多くはなく、総量はコンテナ（容量54×34x20cm）約9箱分に相当

する。また、三谷国ヶ谷遺跡の丘陵部で検出した三谷9号墳の調査では、残念ながら主体部は既に流失

してしまっていたが、径10mの円墳であることが明らかとなった。

　今回調査対象となった遣跡の所在する小谷は、三谷集落の背後北西に広がる幅20mほどの谷終息部北

西側にあたり、谷の東裾を古道が通る。古道はさらに山地を上り、山を越えると八頭町国中集落であ

る。谷の周囲は墓や果樹園、畑地に広く利用されており里山として古くからの生活圏であったことが窺

える。谷の西側は三谷9号墳の立地する小尾根でさらに西側には連綿と郷原古墳群Uが築かれた尾根が

あり、三谷谷を北西谷ロから入ると三谷集落の北西前面に古墳群が控える景観となる。

　検出した遺構は、土坑と溝状遺構が中心であり、集落の中枢部には該当しない。掘立柱建物が2棟検

出されているが、上段に位置するS｝Olは北側平坦面へ広がる住居の一角を構成する可能性をもち、

SB－02については家屋よりやや離れて立地する焼成土坑SK－09の覆屋とみられる。　SB－02は柱穴底部に

40cm余り比高差が認められるものの、場合によっては10世紀後半～11世紀の土師器皿を出土したP198

とP192、　P200まで延びる2×2間の建物であったと考えられる。特徴的なのは溝状遣構の存在である。

総数29条もの遣構を検出したが、その中で上段の南から北へ延びる小規模な幅30～50cm程度の溝i状遺構

については、いずれも第18層が基盤となっており、その上層の第11層ではピットが形成されている。

SD田2～04についてはほぼ同様な軸方向で約2m間隔に配置しており、畑地の畝状の遺構かとも思われ

るが根拠に乏しく、地形に制約される形で排水などの機能を果たしていたと思われる。下段でも上段と

同様な形状で軸をとるSD－13～15、形状は同様であるが軸を直交するSD－21～23、同様な形状ではある

が一端が屈曲するL字状のSD－11、16もある。遺跡の性格を考えていく上で今後も検討を必要とする。

　時期が不明瞭な遺構が多いことから出土遺物から概観すると、谷部で出土した遣物量はコンテナ約7

箱、時期的には弥生時代中期後葉、7世紀後半～14世紀、16世紀前半～18世紀の遺物である。果樹園造

成で部分的に上部が削平されている箇所はあるにせよ遺物の出土量を考慮に入れても、ゴミ捨て場的な

遺構もなく、調査地内で継続的に集落が営まれたような状況は見出せなかった。居住域を想定するので

あれば、谷終息部を掘削して平坦部としている上段北側や敷地の区画とみられる石列が検出された

SD－28の東側およびSK－16南東側の谷縁辺部の山裾微高地に求められる。　SK－16北側FS3区の掻き出さ

れたような遺物の出方やこれらは地形的にも堅い地山基盤であることから、十分に可能性はあると考え

られる。加えて、7世紀から断続的に出土する遺物を考慮すると、あくまで谷部は作業あるいは耕作地

など集落に付随した空間であったと言えよう。土層断面と瓦質土器や土師器鍋類の出土具合から谷部の

堆積作用は13～14世紀に強まり、その後安定した状況で17、18世紀代を迎えたとみられる。

　千代川、八東川、私都川が合流するこの地域は、河川の氾濫を避けるため内陸部へ居住域、生産域を

求めていった結果、山手、郷原、三谷の小平野および周辺低丘陵に各種遣跡が展開した地域である。谷

口に位置する前田遺跡では縄文土器片が、当遣跡でも弥生時代中期の土器が出土している。時代がすす

むにつれ河川による沖積もあり平野部へと立地範囲を広げていく。この地域において1．7km北東に位置

する八上郡衙である万代寺遺跡の存在は大きく、古墳時代後期古墳に続いて奈良・平安期、中世期の遺

跡は周辺地域に点々と分布する。当遺跡から西へ400m弱の郷原遺跡2｝では、奈良～平安期の掘立柱建

物10棟、柵列、土坑が、同じく北西へ750mの前田遣跡3）では15～16世紀の屋敷跡とまじない札などを

出土した井戸が発掘調査によって検出されている。その中で三谷谷は千代川沿岸の釜口や、国中平野、

大江谷へも抜ける交通の要所でもあり、万代寺遺跡を盛り立てた集落の一つとして役割を果たしていた

とみられる。

　今後、国中平野および平野縁辺の丘陵部などに立地する小集落、生産遣跡など時期別に遺跡の細かな

検討がすすめば、千代川水系の中流域としてこの地域のもつ独自性、重要性が明らかとなっていくであ

ろう。地道な調査成果、検討の積み重ねが期待される。
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第3表　掘立柱建物　覧表
平均柱間

遺構名
桁×梁

i間〉

桁行
im）

梁行
im） 桁行（m） 梁行（㎜）

面積（㎡） 主軸方向 出土遺物等 時　　期

SB－01 1×2 2．96 1．4 1．52 1．40 4．ユ4 N－79°－E
一

〈10～11世紀〉

SB－02　　1×2 3．90 2．13 1．95 2．03 8．30 N－69°－W
一

〈10～11世紀〉

（　）遺存値　　　〈　〉推定

第4表　土坑、溝状遺構　覧表
法　　蚤（m）

出土遺物等遺構名
長軸 短軸 深さ

底部標高
@（m） 平面形 断瀟形 主軸方向 時　　期

SK－Ol 1．85 0．94 0．14 69．16 不整長楕円形 不整旦良状 N－1°－w 一
SK－02 LO1 0．85 0．08 69．03 不整楕円形 団｜状 N－13°－E

　
SK－03 LO3 0．39 0．19 69．19 長楕円形 椀状 N－61°－W

一
SK－04 0．89 0．83 0．07 66．63 不整楕円形 ll良状 N－86°－E

一
S忙05 0．96 0．71 0．14 67．80 不整楕円形 鵬犬 N－78°－E

　
SK弍）6 α94 0．81 0．14 67．78 不整精円形 1狐状 N－54㌧W ㎜
SK－07 0．79 0．61 0．05 67．73 楕円形 嚢固犬 N－68°一£

…
SK－08 0．87 0．82 0．21 67．51 不整楕円形 椀状 N－33Q－W 一
SK－09 1．02 0．91 0．34 65．84 楕円形 椀状 N－83°－E

　
〈ユ0世紀後半〉

SK－10 0．98 0．88 0．10 65．39 不整楕円形 且n状 N－12°－E
㎜

SK一ユ1 0．76 0．70 0．13 65．97 不整楕円形 不整田1状 N－43°－E
…

SKづ2 （2、08） （L23） 0．48 67．10 　 不整逆台形状 … 一
SK－13 ヌ．91 L60 0．16 65．14 不整隅丸方形状 ］田犬 N－40㌧E 一
SK－14 L22 1．19 0．42 64．59 隅丸方形状 不整椀状 N－86°－W

㎜
SK－15 0．68 0．65 0．30 63．81 円形 椀状 ㎜ …

SK寸6 （0．96） （0．76） 0．鮒 65．OO
　 不整逆台形状 … 一 〈8世紀後半〉

SD弍）1 （0、83） 0．37 0．26 68．87～（69．00＞ 溝状 不整椀状 N－12°－W
一

〈10～11世紀〉

SD－02 （2．7・1） 0．43 0．19 68．51～（68．90） 溝状 不整椀状 N－5°－W 一
〈10～11世紀〉

SD－03 （3．03） 0．50 0．16 68，40～（68．86） 溝状 不整椀状 N－2◇－W ㎜
〈10～11世紀〉

SD℃4 （2．66） 0．50 0．08 68．53～（68．88） 溝状 」li1状 Nづ゜－W … 〈10～1泄紀〉

SD℃5 （3．55） 0．74 0．14 68．76～（68．84） 溝状 皿L状 N寸6°－W 一
〈10～11世紀〉

SD哨 （3．26） 037 0．12 69，26～（69．35＞ 溝状 剛犬 N－22°－W
…

〈10～ユ1世紀〉

SD－07 1．18 0．34 o．04 69．73～69．81 溝状 皿状 N－15°－E
｝

S王＞08 7．］8 0．85 0．20 68．46～68．61 ノ字状 ］囚状 苦56～7ピーW …
SI主09 （11．go） o．80 0．09 67．45～（67．90） L字状 ∬莚状 N－15°－E、N－43°－W 備前焼、陶器鶴6 17世紀後半

SD－10 624 0．41 0．09 67．71～67．81 溝状 馴犬 N－18°－E
…

SD－U 5．30 0．27 0．06 67．64～67．8］ L字状 皿状 N－25㌧E、N－71°－W 　

SD寸2 2．30 0．24 0．07 67．21～67、41 溝状 椀状 N－17°－E
㎜

SD一ユ3 6．54 0．32 0．07 67、13～67．70 溝状 椀状 N－2°－E
…

〈11世紀〉

SD－14 4．57 0．30 0．06 67．05～67．49 溝状 椀状 N－5°－E
一

〈1］・世紀〉

SD－15 5．26 0．37 0．10 67．55～66．99 溝状 椀状 N－4°－E 土師器甕頸部 〈コ1世紀〉

SD－16 4．95 0．29 0．09 67ぼ5～67．26 L字状 椀状 N－97㌧W、Nづ゜－W ㎜
SD－17 （1．59） （0．63） 0．12 （68．29）～68．33 溝状 皿1状 N－80°一£

…
SD－18 （3．38） （L12） 0．16 67．84～（67．91） ノ字状 椀状 N－20°－W～N－8°－E 磨製石斧

SDづ9 （3．48） 0．46 0．14 （67．38）～67．40 （溝状） 椀状 N－16㌧W 一
SD－20 （5．60） 1．39 0．27 67．12～（67．38） ノ字状 椀状 N寸6°－W～N－32°一£

…
SI戸21 （5．07） 0．39 0．10 66．46～（66．81） 溝状 椀状 N－73°－W

㎜
SD－22 4．66 0．38 0．12 66．12～66．56 溝状 椀状 Nザ5㌔W …
SD－23 3．58 0．43 0．15 66．23～66．57 溝状 皿状 N－75°－W

一
SI＞24 3．56 0．54 0．ユ5 66．23～66．40 溝状 椀状 N－24㌧E 磁器底部 18世紀

SD立5 （8．25） 0．70 0．15 66．17～（66．52） 溝状 椀状 忙28°－W
須恵器護体部、

t底部片
〈17世紀後半〉

SD－26 （18．58） 0．50 0．更3 65．50～（66．24） ノ字状 椀状 N－25～66°－W 一
〈17世紀後半〉

SD－2ア （2．82） L35 0．21 64．73～（64．81） 溝状 不整椀状 N－4プーW …
SD－28 （ユ0．25） （2．姻 0．43 67．21～（67．88＞ 溝状 不整姻犬 N－87°－E 須恵器片、陶器片 〈17世紀以降〉

SI）－29 L57 0．39 0．06 66．66～66．77 溝状 椀状 N－42°－E
一

（）遣存値　　〈　〉推定
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図版2
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図版5

SK－03検出状況

（北西から）

SK－04検出状況

（南西から）

SK－05検出状況

（南から）

SK－06検出状況
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SK－09土層断面
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図版7

SK－10検出状況

（北西から）

SK－11検出状況

（西から）

SK－12検出状況

（北西から）

SK－13検出状況
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SD－01～05検出状況

（南東から）
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